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地域の現状・課題等に係る協議の観点

地域医療構想に係る現状

今回の協議の観点

地域医療構想の策定により将来における病床の必要量の推計値（目安）をお示ししたところ。

その上で、国の地域医療構想及び医師確保計画に関するワーキンググループにおいては、持続可能な
入院医療体制の確保に向けて、医療機関の役割分担等の具体的な体制像を検討する必要があるとの指
摘がなされた。

具体的な体制像の検討に当たって、同ワーキンググループでは、高度な治療・手術機能、重症患者の
救急受入れ機能、サブアキュート・ポストアキュート機能など施設の機能に着目し医療機関の役割分
担について検討する必要があるとの指摘があった。

患者の受療動向、入院診療実績等のデータを踏まえ、現状の地域における医療提供体制はどのように
なっているか。

現状の地域における医療提供体制について、不足している機能はないか。また、データには表れない
地域特有の状況（強み、弱み等）はあるか。

将来の医療需要等のデータを踏まえ、今後の人口構造の変化等を見据えた地域の医療機関の役割分
担・連携等の方向性はどうあるべきか。
特に、医師の働き方改革や新興感染症等への対応等も踏まえ、今後限られた医療資源の中で高度急性
期機能等をどのように確保していくべきか。また、高齢者の増加に伴い特に医療ニーズが高まる診療
領域に対してどのように対応していくべきか（具体的には、どのような機能をより広いエリアで強化
を図るべきか、どのような機能を住民に身近なエリアで充実させるべきか等）。
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将来の医療需要等について
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将来の医療需要等～推計人口～
～～～ 全体 ～～～ ～～～ 男性 ～～～

～～～ 女性 ～～～

沼田

出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計）」
※ 高齢化率：全人口に占める高齢者及び後期高齢者の割合
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将来の医療需要等～ 〔全疾患〕入院医療需要の推計結果～

～～～ 全体 ～～～ ～～～ 男性 ～～～

～～～ 女性 ～～～

沼田

出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計）」、群馬県の年齢別人口-平成27年国勢調査結果-（平成27年10月1日現在）
平成27年群馬県患者調査

※ 入院医療需要の推計は、一般病床及び療養病床における県全体の性・年齢階級別の入院受療率（医療機関所在地ベース）を算出した上で、各保健医療圏ごとの将来の人口推計を掛け合わ
せて算出。

※ 2015年の患者数を100として、各年の患者数を換算したもの。各年齢層の値は四捨五入しているため、合計と一致しない場合がある。
※ 高齢化率：全人口に占める高齢者及び後期高齢者の割合
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平成２７年（２０１５年）を１００とした時の
主な疾患の医療需要の増加率の推計

平成２７年（２０１５年）における
各疾患の入院患者の割合

将来の医療需要等～ 〔疾患別〕入院医療需要の推計結果～ 沼田
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出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計）」、群馬県の年齢別人口-平成27年国勢調査結果-（平成27年10月1日現在）
平成27年群馬県患者調査

※ 入院医療需要の推計は、一般病床及び療養病床における県全体の疾患ごとの性・年齢階級別の入院受療率（医療機関所在地ベース）を算出した上で、各保健医療圏ごとの将来の人口推
計を掛け合わせて算出。

※ 2015年の患者数を100として、各年の患者数を換算したもの。各年齢層の値は四捨五入しているため、合計と一致しない場合がある。
※ 各疾患の入院患者の割合は、入院医療需要推計に当たり各疾患の入院患者数の多寡がわかるよう県全体の疾患ごとの入院受療率に各保健医療圏のH27推計人口を掛け合わせて作成した

もの。平成27年群馬県患者調査における実際の各地域の疾患別入院患者数の割合とは異なることに留意。



将来の医療需要等～急性期の医療ニーズ～

R4.3.2第3回地域医療構想及び医師確保計画に関するワーキンググループ
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将来の医療需要等まとめ

沼田保健医療圏の推計人口について、人口は既に減少局面に
入っており、65歳以上の高齢者人口も減少するが、生産年齢人
口の減少数はより大きく高齢化率は2040年にかけて増加すると
推計されている。

沼田保健医療圏の医療需要の推計について、全体の入院需要は、
2030年頃でピークアウトし、2040年にかけて呼吸器系疾患を除
き減少が見込まれる。特に妊娠、分娩、周産期に発生した疾患
などは５０％近くの減少が見込まれる。

国のワーキンググループの報告では、2025年から2040年にかけ
て65歳以上人口が減少する2次医療圏（沼田保健医療圏が該当）
では、がん、虚血性心疾患の入院患者数の減少が見込まれる。
脳梗塞については、入院患者数の増加ほどは急性期の治療の件
数は増加しないことが見込まれる。また、大腿骨骨折の入院患
者数・手術件数は増加が見込まれる。 8



医療機能について
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医療機能～病床機能別病床数～

出典：令和3年度病床機能報告

沼田

（令和3年7月1日時点）

医療機関名称 合計
高度急
性期

急性期 回復期 慢性期
休棟中
(再開予

定)

休棟中
(廃止予

定)

利根中央病院 253 38 140 75 0 0 0 

医療法人社団ほたか会群馬パース病院 199 0 55 0 144 0 0 

独立行政法人国立病院機構沼田病院 175 0 106 55 0 14 0 

内田病院 99 0 49 50 0 0 0 

沼田脳神経外科循環器科病院 84 0 84 0 0 0 0 

上牧温泉病院 76 0 40 36 0 0 0 

医療法人パテラ会月夜野病院 72 0 32 40 0 0 0 

医療法人 久保産婦人科医院 11 0 0 0 0 0 11 

角田外科医院 19 0 0 0 19 0 0 

白根クリニック 19 0 0 0 19 0 0 

合計 1,007 38 506 256 182 14 11 
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医療機能～特定集中治療室管理料等①～

出典：関東信越厚生局「届出受理医療機関名簿（届出項目別2）（令和4年7月1日現在）」、群馬県年齢別人口統計調査結果（令和3年10月1日現在）
※ 救命救急入院料1～4、特定集中治療室管理料1～4、ハイケアユニット入院医療管理料1、2の届出病床数を集計
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医療機能～特定集中治療室管理料等②～

出典：関東信越厚生局「届出受理医療機関名簿（届出項目別2）（令和4年7月1日現在）」
※ 救命救急入院料１～４、特定集中治療室管理料１～４、ハイケアユニット入院医療管理料１、２の届出病床数を集計

医療機関名 医療圏 病床数 内訳

前橋赤十字病院 前橋 72救命救急入院料１（48）
特定集中治療室管理料２（24）

独立行政法人地域医療機能推進機構 群馬中央病院 前橋 5ハイケアユニット入院医療管理料１

群馬県立心臓血管センター 前橋 15ハイケアユニット入院医療管理料１

群馬大学医学部附属病院 前橋 17特定集中治療室管理料２

群馬県済生会前橋病院 前橋 14ハイケアユニット入院医療管理料１

群馬県立小児医療センター 渋川 8特定集中治療室管理料３

伊勢崎市民病院 伊勢崎 8特定集中治療室管理料３

独立行政法人国立病院機構高崎総合医療センター 高崎・安中 38救命救急入院料１（30）
特定集中治療室管理料１（8）

医療法人社団日高会日高病院 高崎・安中 4ハイケアユニット入院医療管理料１

利根中央病院 沼田 12ハイケアユニット入院医療管理料１

桐生厚生総合病院 桐生 6ハイケアユニット入院医療管理料１

ＳＵＢＡＲＵ健康保険組合太田記念病院 太田・館林 22特定集中治療室管理料２（12）
ハイケアユニット入院医療管理料１（10）

群馬県立がんセンター 太田・館林 10ハイケアユニット入院医療管理料１

公立館林厚生病院 太田・館林 6ハイケアユニット入院医療管理料１
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医療機能～地域包括ケア病棟入院料等①～

出典：関東信越厚生局「届出受理医療機関名簿（届出項目別６）（令和4年7月1日時点）」、群馬県年齢別人口統計調査結果（令和3年10月1日現在）
※ 地域包括ケア病棟入院料１～４、地域包括ケア入院医療管理料１～４の届出病床数を集計
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医療機能～地域包括ケア病棟入院料等②～

出典：関東信越厚生局「届出受理医療機関名簿（届出項目別６）（令和4年7月1日時点）」
※ 地域包括ケア病棟入院料１～４、地域包括ケア入院医療管理料１～４の届出病床数を集計

医療機関名 医療圏 病床数

前橋協立病院 01前橋 60

医療法人 前橋北病院 01前橋 16

善衆会病院 01前橋 42

独立行政法人地域医療機能推進機構群馬中央病院 01前橋 60

上武呼吸器科内科病院 01前橋 8

医療法人 相生会 わかば病院 01前橋 12

北毛保健生活協同組合 北毛病院 02渋川 50

医療法人 恒和会 関口病院 02渋川 50

渋川中央病院 02渋川 12

公益財団法人 脳血管研究所附属 美原記念病院 03伊勢崎 16

角田病院 03伊勢崎 10

一般社団法人 伊勢崎佐波医師会病院 03伊勢崎 52

伊勢崎福島病院 03伊勢崎 46

鶴谷病院 03伊勢崎 130

医療法人 石井会 石井病院 03伊勢崎 19

高崎中央病院 04高崎・安中 26

希望館病院 04高崎・安中 32

医療法人 博仁会 第一病院 04高崎・安中 16

医療法人 真木会 真木病院 04高崎・安中 32

医療法人 社団 醫光会 駒井病院 04高崎・安中 29

医療法人 井上病院 04高崎・安中 42

公立碓氷病院 04高崎・安中 49

榛名荘病院 04高崎・安中 10

松井田病院 04高崎・安中 9

野口病院 04高崎・安中 35

医療法人 十薬会 上大類病院 04高崎・安中 16

黒沢病院 04高崎・安中 18

関越中央病院 04高崎・安中 10

医療機関名 医療圏 病床数

藤岡市国民健康保険鬼石病院 05藤岡 52

医療法人 社団 三思会 くすの木病院 05藤岡 40

光病院 05藤岡 12

公立藤岡総合病院 05藤岡 47

医療法人 育生会 篠塚病院 05藤岡 6

公立 七日市病院 06富岡 50

公立富岡総合病院 06富岡 39

下仁田厚生病院 06富岡 22

原町赤十字病院 07吾妻 45

西吾妻福祉病院 07吾妻 37

医療法人 大誠会 内田病院 08沼田 20

医療法人社団ほたか会 群馬パース病院 08沼田 32

上牧温泉病院 08沼田 30

利根中央病院 08沼田 42

独立行政法人国立病院機構沼田病院 08沼田 55

医療法人 岩下会 岩下病院 09桐生 28

桐生厚生総合病院 09桐生 44

医療法人 社団 三思会 東邦病院 09桐生 50

医療法人社団東郷会 恵愛堂病院 09桐生 56

館林記念病院 10太田・館林 18

医療法人 宏愛会 宏愛会第一病院 10太田・館林 83

医療法人海宝会明和セントラル病院 10太田・館林 24

医療法人 三省会 堀江病院 10太田・館林 45

公立館林厚生病院 10太田・館林 36
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医療機能～回復期リハビリテーション病棟入院料等③～

出典：関東信越厚生局「届出受理医療機関名簿（届出項目別５）（令和4年7月1日時点）」 、群馬県年齢別人口統計調査結果（令和3年10月1日現在）
※ 回復期リハビリテーション病棟入院料１～５の届出病床数を集計
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医療機能～回復期リハビリテーション病棟入院料等②～

出典：関東信越厚生局「届出受理医療機関名簿（届出項目別５）（令和4年7月1日時点）」
※ 回復期リハビリテーション病棟入院料１～５の届出病床数を集計
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医療機関名 医療圏 病床数
前橋協立病院 01前橋 51
公益財団法人 老年病研究所附属病院 01前橋 114
前橋赤十字病院 01前橋 40
東前橋整形外科病院 01前橋 20
富沢病院 01前橋 32
渋川中央病院 02渋川 43
公益財団法人 脳血管研究所附属 美原記念病院 03伊勢崎 99
角田病院 03伊勢崎 48
医療法人 石井会 石井病院 03伊勢崎 43
医療法人 社団 日高会 日高病院 04高崎・安中 51
医療法人 中央群馬脳神経外科病院 04高崎・安中 36
医療法人済恵会 須藤病院 04高崎・安中 41
榛名荘病院 04高崎・安中 59
医療法人 社団 日高会 日高リハビリテーション病院 04高崎・安中 60
医療法人 博仁会 第一病院 04高崎・安中 47
公立藤岡総合病院 05藤岡 48
医療法人 社団 三思会 くすの木病院 05藤岡 40
医療法人 育生会 篠塚病院 05藤岡 15
公立 七日市病院 06富岡 57
公益社団法人群馬県医師会群馬リハビリテーション病院 07吾妻 156
医療法人 大誠会 内田病院 08沼田 50
利根中央病院 08沼田 33
医療法人 パテラ会 月夜野病院 08沼田 40
医療法人 社団 三思会 東邦病院 09桐生 58
医療法人社団東郷会 恵愛堂病院 09桐生 48
桐生厚生総合病院 09桐生 31
医療法人財団明理会 イムス太田中央総合病院 10太田・館林 55
公立館林厚生病院 10太田・館林 48
医療法人 宏愛会 宏愛会第一病院 10太田・館林 40
館林記念病院 10太田・館林 24



医療機能～在宅療養支援病院等～

出典：関東信越厚生局「届出受理医療機関名簿（医科）」（令和4年7月1日時点） 、群馬県年齢別人口統計調査結果（令和3年10月1日現在）
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出典：関東信越厚生局「届出受理医療機関名簿（医科）」（令和4年7月1日時点） 、群馬県年齢別人口統計調査結果（令和3年10月1日現在）

医療機能～在宅療養支援診療所～
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出典：令和２年度診療分NDB（厚生労働省が集計・提供）。医療機関所在地ベースで集計。公費単独（生活保護）は含まれない。
※ SCRとは：地域間の医療提供状況を比較できるように、NDB(National Database: レセプト情報・特定健診等情報データベース)のレセプト出現件数を

年齢調整したスコア（Σ当該圏域の性・年齢階級別レセプト数／Σ（各地域の性・年齢階級別人口×全国の性・年齢階級別レセプト出現率）×100）。
※ SCRは、スコアが100であれば全国平均となるように設計。スコアが100よりも高ければ全国平均よりも多く、100より低ければ全国平均より少なく医

療行為が提供されていることを意味する。
※ SCRの値が120以上の場合は黄色塗り、80以下の場合は青塗り。

医療機能～性・年齢調整標準レセプト出現比（SCR）分析～

指標（レセプト）名 前橋 渋川 伊勢崎 高崎・安中 藤岡 富岡 吾妻 沼田 桐生 太田・館林

救命救急入院料 240.3 0.0 0.0 136.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

特定集中治療室管理料（ICU） 151.6 528.7 123.4 40.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 39.3

ハイケアユニット 144.5 53.7 0.0 16.9 0.0 0.0 0.0 260.0 78.9 109.4

地域包括ケア病棟 59.4 116.4 143.1 35.8 282.6 289.1 198.1 174.8 145.1 88.7

回復期リハビリテーション病棟入院料 110.5 38.5 119.3 93.1 189.5 95.4 199.9 196.3 100.8 58.4

指標（レセプト）名 前橋 渋川 伊勢崎 高崎・安中 藤岡 富岡 吾妻 沼田 桐生 太田・館林

往診 120.3 63.1 71.5 85.6 91.3 47.0 30.3 12.0 110.8 115.2

緊急往診 157.8 42.0 48.0 84.6 56.8 31.9 43.3 13.5 49.7 166.5

訪問診療（居宅） 99.5 35.7 47.8 60.8 40.0 23.4 66.5 44.0 66.8 107.7

訪問診療（同一建物） 194.8 70.7 92.8 159.3 138.9 111.4 41.7 30.0 133.8 123.2

訪問看護指示 135.1 59.1 85.6 88.5 65.4 41.0 28.4 148.1 98.3 88.0

【入院】

【在宅】
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医療機能まとめ

沼田保健医療圏におけるR3病床機能報告の病床機能別病床数と
2025年の必要病床数を単純比較すると、急性期、回復期で過剰
（それぞれ＋193床、＋5床）、高度急性期、慢性期で不足（それ
ぞれ-31床、-46床）となっている。
※ 病床機能報告は、各医療機関が、病棟単位で、その病床が主に担っている医療機能を自主的に選択し報告をするものであり、

データの活用に当たっては、地域の実情や様々な知見等を補いながら協議する必要があることに留意。

重症患者等に対応する特定集中治療室管理料等、地域包括ケア病
棟入院料等や回復期リハビリテーション病棟入院料等について、
人口当たりの病床数や医療提供状況（SCR）を見ると、他医療圏
に比べて多い。

他方、在宅医療について、65歳人口1万人当たりの在宅療養支援診
療所の届出施設数や医療提供状況（SCR）は他圏域に比べて少な
い。なお、 65歳人口1万人当たりの在宅療養支援（後方支援）病
院の届出施設数や医療提供状況（SCR）のうち訪問看護指示につ
いては他圏域に比べて多い。
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患者の受療動向について

21



患者の受療動向～入院患者の流出状況①～
入院全体

受療地
住所地 流出率 前橋 渋川 伊勢崎 高崎・安中 藤岡 富岡 吾妻 沼田 桐生 太田・館林

前橋 23.9% 76.1% 5.0% 4.7% 10.9% 0.0% 0.0% 1.1% 0.3% 1.7% 0.2%

渋川 42.0% 23.3% 58.0% 1.0% 11.9% 0.0% 0.0% 2.7% 2.8% 0.3% 0.0%

伊勢崎 28.1% 13.5% 2.0% 71.9% 5.0% 0.9% 0.0% 0.2% 0.1% 3.0% 3.4%

高崎・安中 22.8% 10.8% 2.2% 1.6% 77.2% 2.8% 3.7% 0.9% 0.4% 0.2% 0.1%

藤岡 31.8% 8.0% 2.4% 1.4% 16.7% 68.2% 2.4% 0.4% 0.0% 0.4% 0.2%

富岡 30.1% 5.4% 2.4% 0.7% 17.6% 2.8% 69.9% 0.2% 0.0% 0.7% 0.2%

吾妻 35.5% 9.5% 14.1% 0.2% 3.6% 0.0% 0.0% 64.5% 7.9% 0.0% 0.2%

沼田 19.7% 6.6% 7.2% 0.4% 1.7% 0.0% 0.0% 3.1% 80.3% 0.6% 0.1%

桐生 19.6% 7.6% 1.0% 4.0% 0.8% 0.0% 0.0% 0.3% 0.0% 80.4% 5.9%

太田・館林 18.6% 3.8% 1.1% 6.8% 0.9% 0.1% 0.1% 0.3% 0.0% 5.6% 81.4%

出典：令和3年群馬県患者調査
※ 一般病床及び療養病床の入院患者（n=14,382、患者住所地が不詳のレコードを除く）を集計
※ 濃い黄色セル：自足率（圏域内に居住する患者のうち、同圏域内の医療機関にかかった割合）
※ 県内に居住する患者が県外の医療機関で受療した場合は、調査対象に含まれていない。
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患者の受療動向～入院患者の流出状況②～
入院全体のうち救急搬送を契機とした入院

受療地
住所地 流出率 前橋 渋川 伊勢崎 高崎・安中 藤岡 富岡 吾妻 沼田 桐生 太田・館林

前橋 18.2% 81.8% 3.6% 7.5% 5.1% 0.0% 0.0% 0.2% 0.5% 1.2% 0.0%

渋川 39.2% 26.5% 60.8% 0.5% 4.2% 0.0% 0.0% 3.2% 4.2% 0.5% 0.0%

伊勢崎 14.1% 8.6% 0.6% 85.9% 1.7% 0.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.9% 1.7%

高崎・安中 24.1% 12.5% 1.3% 0.8% 75.9% 3.7% 5.4% 0.2% 0.0% 0.0% 0.2%

藤岡 22.5% 6.9% 1.0% 1.0% 9.8% 77.5% 3.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

富岡 27.4% 4.8% 0.0% 0.0% 17.7% 4.8% 72.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

吾妻 25.0% 5.6% 5.6% 0.0% 0.9% 0.0% 0.0% 75.0% 13.0% 0.0% 0.0%

沼田 11.1% 5.2% 0.7% 1.3% 0.0% 0.0% 0.0% 3.9% 88.9% 0.0% 0.0%

桐生 12.8% 3.0% 0.7% 3.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 87.2% 5.7%

太田・館林 19.3% 3.1% 1.5% 10.8% 0.0% 0.3% 0.0% 0.0% 0.0% 3.6% 80.7%

出典：令和3年群馬県患者調査
※ 一般病床及び療養病床の入院患者（患者住所地が不詳のレコードを除く）のうち、救急搬入が「1 有」と回答された患者（n=2,723）を集計
※ 濃い黄色セル：自足率（圏域内に居住する患者のうち、同圏域内の医療機関にかかった割合）
※ 県内に居住する患者が県外の医療機関で受療した場合は、調査対象に含まれていない。
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患者の受療動向～入院患者の流出状況③～
入院全体のうち救急搬送を契機とした入院以外の入院

受療地
住所地 流出率 前橋 渋川 伊勢崎 高崎・安中 藤岡 富岡 吾妻 沼田 桐生 太田・館林

前橋 25.3% 74.7% 5.3% 4.0% 12.3% 0.1% 0.0% 1.3% 0.2% 1.8% 0.3%

渋川 42.7% 22.5% 57.3% 1.1% 14.0% 0.0% 0.0% 2.5% 2.4% 0.3% 0.0%

伊勢崎 32.3% 14.9% 2.4% 67.7% 6.0% 1.0% 0.0% 0.3% 0.1% 3.6% 3.9%

高崎・安中 22.5% 10.4% 2.4% 1.8% 77.5% 2.6% 3.4% 1.0% 0.5% 0.3% 0.0%

藤岡 34.2% 8.2% 2.7% 1.5% 18.5% 65.8% 2.0% 0.5% 0.0% 0.5% 0.2%

富岡 30.5% 5.5% 2.8% 0.8% 17.6% 2.5% 69.5% 0.3% 0.0% 0.8% 0.3%

吾妻 38.4% 10.6% 16.4% 0.3% 4.3% 0.0% 0.0% 61.6% 6.6% 0.0% 0.3%

沼田 21.4% 6.8% 8.6% 0.3% 2.0% 0.0% 0.0% 2.9% 78.6% 0.7% 0.1%

桐生 21.4% 8.8% 1.1% 4.1% 1.0% 0.0% 0.0% 0.3% 0.0% 78.6% 5.9%

太田・館林 18.4% 4.0% 1.0% 5.8% 1.1% 0.1% 0.1% 0.3% 0.0% 6.1% 81.6%

出典：令和3年群馬県患者調査
※ 一般病床及び療養病床の入院患者（患者住所地が不詳のレコードを除く）のうち、救急搬入が「2 無」と回答された患者（n=11,659）を集計
※ 濃い黄色セル：自足率（圏域内に居住する患者のうち、同圏域内の医療機関にかかった割合）
※ 県内に居住する患者が県外の医療機関で受療した場合は、調査対象に含まれていない。
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患者の受療動向～入院患者の流入状況①～

入院全体

受療地
住所地 前橋 渋川 伊勢崎 高崎・安中 藤岡 富岡 吾妻 沼田 桐生 太田・館林

流入率 43.6% 46.7% 30.7% 25.5% 44.5% 28.5% 35.1% 14.6% 21.2% 23.7%

前橋 56.4% 10.6% 6.4% 7.6% 0.2% 0.0% 4.6% 0.7% 2.4% 0.2%

渋川 7.5% 53.3% 0.6% 3.6% 0.0% 0.0% 4.8% 3.0% 0.2% 0.0%

伊勢崎 7.1% 3.0% 69.3% 2.5% 2.3% 0.0% 0.6% 0.1% 3.0% 2.4%

高崎・安中 11.1% 6.6% 3.0% 74.5% 13.3% 24.3% 5.0% 1.5% 0.4% 0.1%

藤岡 1.4% 1.2% 0.5% 2.8% 55.5% 2.7% 0.4% 0.0% 0.1% 0.0%

富岡 0.9% 1.1% 0.2% 2.7% 2.1% 71.5% 0.2% 0.0% 0.2% 0.0%

吾妻 1.7% 7.2% 0.1% 0.6% 0.0% 0.0% 64.9% 4.7% 0.0% 0.0%

沼田 2.1% 6.6% 0.3% 0.5% 0.0% 0.0% 5.6% 85.4% 0.3% 0.0%

桐生 3.9% 1.5% 3.7% 0.4% 0.0% 0.0% 0.8% 0.0% 78.8% 4.0%

太田・館林 2.7% 2.2% 8.7% 0.6% 0.3% 0.2% 1.0% 0.0% 7.6% 76.3%

県外 5.1% 6.6% 7.4% 4.4% 26.4% 1.3% 12.2% 4.6% 6.9% 16.7%

出典：令和3年群馬県患者調査
※ 一般病床及び療養病床の入院患者（n=14,382、患者住所地が不詳のレコードを除く）を集計
※ 濃い黄色セル：圏域内の医療機関にかかった患者のうち、同圏域内に居住する患者の割合
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患者の受療動向～入院患者の流入状況②～

受療地
住所地

前橋 渋川 伊勢崎 高崎・安中 藤岡 富岡 吾妻 沼田 桐生 太田・館林

流入率 38.6% 29.0% 25.5% 15.3% 45.9% 43.8% 17.3% 17.6% 10.4% 15.1%

前橋 61.4% 9.3% 7.8% 4.5% 0.0% 0.0% 1.0% 1.2% 1.7% 0.0%

渋川 9.1% 71.0% 0.3% 1.7% 0.0% 0.0% 6.1% 4.8% 0.3% 0.0%

伊勢崎 5.5% 1.2% 74.5% 1.3% 1.4% 0.0% 0.0% 0.0% 1.0% 1.6%

高崎・安中 11.8% 4.3% 1.0% 84.7% 13.0% 35.0% 1.0% 0.0% 0.0% 0.3%

藤岡 1.3% 0.6% 0.3% 2.2% 54.1% 5.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

富岡 0.5% 0.0% 0.0% 2.4% 2.1% 56.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

吾妻 1.1% 3.7% 0.0% 0.2% 0.0% 0.0% 82.7% 8.5% 0.0% 0.0%

沼田 1.5% 0.6% 0.5% 0.0% 0.0% 0.0% 6.1% 82.4% 0.0% 0.0%

桐生 1.6% 1.2% 2.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 89.6% 4.6%

太田・館林 2.2% 3.7% 10.5% 0.0% 0.7% 0.0% 0.0% 0.0% 4.9% 84.9%

県外 4.0% 4.3% 2.8% 3.0% 28.8% 3.8% 3.1% 3.0% 2.4% 8.6%

入院全体のうち救急搬送を契機とした入院

出典：令和3年群馬県患者調査
※ 一般病床及び療養病床の入院患者（患者住所地が不詳のレコードを除く）のうち、救急搬入が「1 有」と回答された患者（n=2,723）を集計
※ 濃い黄色セル：圏域内の医療機関にかかった患者のうち、同圏域内に居住する患者の割合
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患者の受療動向～入院患者の流入状況③～

受療地
住所地

前橋 渋川 伊勢崎 高崎・安中 藤岡 富岡 吾妻 沼田 桐生 太田・館林

流入率 44.8% 50.2% 32.5% 27.4% 44.1% 25.2% 39.5% 13.9% 23.8% 25.5%

前橋 55.2% 10.8% 5.9% 8.1% 0.2% 0.0% 5.5% 0.6% 2.5% 0.3%

渋川 7.1% 49.8% 0.7% 3.9% 0.0% 0.0% 4.5% 2.5% 0.2% 0.0%

伊勢崎 7.5% 3.4% 67.5% 2.7% 2.5% 0.0% 0.7% 0.1% 3.5% 2.6%

高崎・安中 11.0% 7.0% 3.7% 72.6% 13.3% 22.0% 6.0% 1.9% 0.5% 0.1%

藤岡 1.5% 1.3% 0.5% 2.9% 55.9% 2.2% 0.5% 0.0% 0.2% 0.1%

富岡 1.0% 1.3% 0.3% 2.7% 2.1% 74.8% 0.2% 0.0% 0.3% 0.1%

吾妻 1.8% 7.9% 0.1% 0.7% 0.0% 0.0% 60.5% 3.8% 0.0% 0.1%

沼田 2.2% 7.8% 0.2% 0.6% 0.0% 0.0% 5.5% 86.1% 0.4% 0.1%

桐生 4.4% 1.6% 4.1% 0.5% 0.0% 0.0% 1.0% 0.0% 76.2% 3.9%

太田・館林 2.8% 1.9% 8.1% 0.7% 0.2% 0.3% 1.2% 0.0% 8.3% 74.5%

県外 5.4% 7.0% 9.0% 4.6% 25.6% 0.8% 14.4% 5.0% 8.0% 18.5%

入院全体のうち救急搬送を契機とした入院以外の入院

出典：令和3年度群馬県患者調査
※ 一般病床及び療養病床の入院患者（患者住所地が不詳のレコードを除く）のうち、救急搬入が「2 無」と回答された患者（n=11,659）を集計
※ 濃い黄色セル：圏域内の医療機関にかかった患者のうち、同圏域内に居住する患者の割合
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患者の受療動向～個別病院の入院患者の流入状況①～
入院全体

出典：令和3年群馬県患者調査
※ 公立病院経営強化プラン対象病院、公的医療機関等2025プラン策定対象病院、一般又は療養病床200床以上の民間病院を抽出し集計（n=7,318）
※ 着色セル：当該病院に受療した患者のうち、当該病院が所在する医療圏に居住する患者の割合

患者所在地
医療機関名称 前橋 渋川 伊勢崎 高崎・安中 藤岡 富岡 吾妻 沼田 桐生 太田・館林 県外

独立行政法人地域医療機能推進機構群馬中央病院 60.6% 13.4% 3.5% 13.0% 0.4% 0.4% 1.7% 0.0% 1.3% 0.9% 4.8%

群馬県立心臓血管センター 33.3% 3.4% 11.6% 8.2% 4.1% 1.4% 2.7% 3.4% 17.7% 7.5% 6.8%

群馬県済生会前橋病院 40.3% 6.0% 6.5% 26.6% 4.0% 1.6% 1.2% 1.2% 6.5% 0.8% 5.2%

前橋赤十字病院 64.1% 3.3% 10.7% 7.0% 0.9% 0.7% 1.5% 2.4% 2.6% 2.2% 4.8%

群馬大学医学部附属病院 31.2% 10.2% 7.3% 17.9% 1.7% 1.9% 3.5% 4.6% 5.0% 7.1% 9.4%

独立行政法人国立病院機構渋川医療センター 6.2% 38.1% 3.7% 6.8% 1.5% 2.5% 10.2% 16.4% 1.9% 0.3% 12.4%

群馬県立小児医療センター 16.7% 6.3% 12.7% 19.0% 4.0% 2.4% 1.6% 2.4% 7.1% 15.1% 12.7%

伊勢崎市民病院 4.4% 0.3% 72.9% 1.2% 0.9% 0.3% 0.0% 0.3% 1.2% 4.4% 14.2%

(社)伊勢崎佐波医師会病院 3.3% 0.0% 90.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.9% 1.6%

公立碓氷病院 0.0% 0.0% 0.0% 84.8% 1.3% 13.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

(医社)日高会日高病院 14.5% 5.9% 3.6% 67.0% 1.4% 1.4% 0.5% 1.4% 0.0% 1.4% 3.2%

独立行政法人国立病院機構高崎総合医療センター 1.9% 1.9% 1.4% 83.1% 2.8% 3.3% 0.7% 0.2% 0.2% 0.2% 4.2%

公立藤岡総合病院 0.0% 0.0% 3.6% 15.7% 44.0% 2.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.4% 33.9%

藤岡市国民健康保険鬼石病院 0.0% 0.0% 1.1% 2.3% 77.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 19.5%

下仁田厚生病院 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.7% 96.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.7%

公立富岡総合病院 0.0% 0.0% 0.0% 34.8% 3.9% 59.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.7%

公立七日市病院 0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 0.8% 82.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

原町赤十字病院 0.0% 4.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 94.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.9%

西吾妻福祉病院 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 97.7% 0.0% 0.0% 0.0% 2.3%

独立行政法人国立病院機構沼田病院 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.1% 97.9% 0.0% 0.0% 0.0%

桐生厚生総合病院 1.5% 0.3% 1.2% 0.0% 0.0% 0.3% 0.0% 0.0% 87.6% 6.1% 3.0%

ＳＵＢＡＲＵ健康保険組合太田記念病院 0.0% 0.0% 3.4% 0.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 8.2% 81.3% 6.7%

群馬県立がんセンター 1.7% 0.0% 5.6% 0.0% 0.0% 0.6% 0.0% 0.0% 8.9% 50.6% 32.8%

公立館林厚生病院 0.0% 0.0% 0.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 92.2% 7.4%

(公財)老年病研究所附属病院 53.4% 21.9% 2.3% 18.3% 0.0% 0.0% 0.0% 1.4% 0.5% 1.4% 0.9%

伊勢崎福島病院 6.1% 0.0% 74.3% 0.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.9% 6.1% 6.1% 5.6%

鶴谷病院 0.0% 0.0% 63.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.7% 31.5% 3.4%

(医社)三思会くすの木病院 0.0% 0.0% 0.7% 13.4% 55.7% 1.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.7% 28.2%

利根中央病院 0.0% 1.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.2% 95.9% 0.0% 0.0% 1.7%

(医社)三思会東邦病院 1.8% 0.0% 3.2% 0.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 80.1% 11.1% 3.5%

(医社)東郷会恵愛堂病院 3.9% 0.0% 1.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.4% 91.1% 1.9% 1.2%

本島総合病院 0.0% 0.0% 0.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 98.1% 0.9%

医療法人財団明理会イムス太田中央総合病院 0.4% 0.0% 1.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.3% 64.1% 28.5%
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患者の受療動向～個別病院の入院患者の流入状況②～
入院全体のうち救急搬送を契機とした入院

患者所在地
医療機関名称 前橋 渋川 伊勢崎 高崎・安中 藤岡 富岡 吾妻 沼田 桐生 太田・館林 県外

独立行政法人地域医療機能推進機構群馬中央病院 71.2% 9.6% 5.8% 9.6% 0.0% 0.0% 1.9% 0.0% 0.0% 0.0% 1.9%

群馬県立心臓血管センター 41.7% 4.2% 8.3% 8.3% 8.3% 4.2% 0.0% 4.2% 8.3% 8.3% 4.2%

群馬県済生会前橋病院 56.3% 6.3% 3.1% 23.4% 3.1% 0.0% 1.6% 0.0% 0.0% 1.6% 4.7%

前橋赤十字病院 59.5% 4.6% 9.2% 6.5% 1.3% 1.3% 2.0% 2.6% 2.6% 4.6% 5.9%

群馬大学医学部附属病院 47.8% 14.9% 4.5% 14.9% 1.5% 0.0% 1.5% 3.0% 3.0% 3.0% 6.0%

独立行政法人国立病院機構渋川医療センター 0.0% 65.0% 0.0% 5.0% 0.0% 0.0% 10.0% 0.0% 5.0% 0.0% 15.0%

群馬県立小児医療センター 19.2% 11.5% 3.8% 23.1% 3.8% 0.0% 3.8% 0.0% 3.8% 23.1% 7.7%

伊勢崎市民病院 2.4% 0.0% 79.3% 1.2% 1.2% 0.0% 0.0% 1.2% 0.0% 7.3% 7.3%

(社)伊勢崎佐波医師会病院 7.8% 0.0% 84.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 6.5% 1.3%

公立碓氷病院 0.0% 0.0% 0.0% 66.7% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

(医社)日高会日高病院 15.5% 1.7% 0.0% 77.6% 0.0% 1.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.4%

独立行政法人国立病院機構高崎総合医療センター 3.3% 2.6% 1.3% 82.4% 2.6% 3.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.6%

公立藤岡総合病院 0.0% 0.0% 2.6% 16.7% 42.3% 2.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 35.9%

藤岡市国民健康保険鬼石病院 0.0% 0.0% 0.0% 3.0% 75.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 21.2%

下仁田厚生病院 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

公立富岡総合病院 0.0% 0.0% 0.0% 39.1% 5.8% 50.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.3%

公立七日市病院 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 75.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

原町赤十字病院 0.0% 10.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 85.7% 0.0% 0.0% 0.0% 3.6%

西吾妻福祉病院 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 90.0% 0.0% 0.0% 0.0% 10.0%

独立行政法人国立病院機構沼田病院 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

桐生厚生総合病院 0.9% 0.9% 1.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 87.3% 4.5% 4.5%

ＳＵＢＡＲＵ健康保険組合太田記念病院 0.0% 0.0% 5.6% 0.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 12.0% 73.1% 8.3%

群馬県立がんセンター 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 71.4% 28.6%

公立館林厚生病院 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 97.8% 2.2%

(公財)老年病研究所附属病院 54.7% 19.8% 1.9% 20.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.9% 0.0% 0.0% 1.9%

伊勢崎福島病院 0.0% 0.0% 92.9% 3.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.6% 0.0%

鶴谷病院 0.0% 0.0% 65.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.9% 30.4% 1.4%

(医社)三思会くすの木病院 0.0% 0.0% 0.0% 18.5% 55.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.7% 22.2%

利根中央病院 0.0% 1.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 96.6% 0.0% 0.0% 1.7%

(医社)三思会東邦病院 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 79.3% 20.7% 0.0%

(医社)東郷会恵愛堂病院 3.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 93.1% 2.3% 1.5%

本島総合病院 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

医療法人財団明理会イムス太田中央総合病院 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.0% 71.7% 23.3%

出典：令和3年群馬県患者調査
※ 公立病院経営強化プラン対象病院、公的医療機関等2025プラン策定対象病院、一般又は療養病床200床以上の民間病院を抽出し集計（n=1,852）
※ 着色セル：当該病院に受療した患者のうち、当該病院が所在する医療圏に居住する患者の割合
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患者の受療動向～個別病院の入院患者の流入状況③～
入院全体のうち救急搬送を契機とした入院以外の入院

患者所在地
医療機関名称 前橋 渋川 伊勢崎 高崎・安中 藤岡 富岡 吾妻 沼田 桐生 太田・館林 県外

独立行政法人地域医療機能推進機構群馬中央病院 57.5% 14.5% 2.8% 14.0% 0.6% 0.6% 1.7% 0.0% 1.7% 1.1% 5.6%

群馬県立心臓血管センター 31.7% 3.3% 12.2% 8.1% 3.3% 0.8% 3.3% 3.3% 19.5% 7.3% 7.3%

群馬県済生会前橋病院 34.8% 6.0% 7.6% 27.7% 4.3% 2.2% 1.1% 1.6% 8.7% 0.5% 5.4%

前橋赤十字病院 66.3% 2.6% 11.4% 7.2% 0.7% 0.3% 1.3% 2.3% 2.6% 1.0% 4.2%

群馬大学医学部附属病院 28.8% 9.5% 7.7% 18.4% 1.8% 2.2% 3.8% 4.9% 5.3% 7.7% 10.0%

独立行政法人国立病院機構渋川医療センター 6.6% 36.3% 4.0% 6.9% 1.7% 2.6% 10.2% 17.5% 1.7% 0.3% 12.2%

群馬県立小児医療センター 16.0% 5.0% 15.0% 18.0% 4.0% 3.0% 1.0% 3.0% 8.0% 13.0% 14.0%

伊勢崎市民病院 5.1% 0.4% 70.8% 1.2% 0.8% 0.4% 0.0% 0.0% 1.6% 3.5% 16.3%

(社)伊勢崎佐波医師会病院 0.0% 0.0% 94.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.7% 1.9%

公立碓氷病院 0.0% 0.0% 0.0% 86.3% 1.4% 12.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

(医社)日高会日高病院 14.1% 7.4% 4.9% 63.2% 1.8% 1.2% 0.6% 1.8% 0.0% 1.8% 3.1%

独立行政法人国立病院機構高崎総合医療センター 1.1% 1.5% 1.5% 83.6% 2.9% 3.3% 1.1% 0.4% 0.4% 0.4% 4.0%

公立藤岡総合病院 0.0% 0.0% 4.1% 15.3% 44.7% 2.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.6% 32.9%

藤岡市国民健康保険鬼石病院 0.0% 0.0% 1.9% 1.9% 77.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 18.5%

下仁田厚生病院 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.9% 96.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.9%

公立富岡総合病院 0.0% 0.0% 0.0% 32.9% 3.1% 63.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.6%

公立七日市病院 0.0% 0.0% 0.0% 16.4% 0.9% 82.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

原町赤十字病院 0.0% 2.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 97.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

西吾妻福祉病院 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

独立行政法人国立病院機構沼田病院 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.0% 97.0% 0.0% 0.0% 0.0%

桐生厚生総合病院 1.8% 0.0% 0.9% 0.0% 0.0% 0.5% 0.0% 0.0% 87.7% 6.8% 2.3%

ＳＵＢＡＲＵ健康保険組合太田記念病院 0.0% 0.0% 1.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.6% 86.9% 5.6%

群馬県立がんセンター 1.7% 0.0% 5.8% 0.0% 0.0% 0.6% 0.0% 0.0% 9.2% 49.7% 32.9%

公立館林厚生病院 0.0% 0.0% 0.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 88.8% 10.5%

(公財)老年病研究所附属病院 52.2% 23.9% 2.7% 15.9% 0.0% 0.0% 0.0% 1.8% 0.9% 2.7% 0.0%

伊勢崎福島病院 7.0% 0.0% 71.5% 0.5% 0.0% 0.0% 0.0% 1.1% 7.0% 6.5% 6.5%

鶴谷病院 0.0% 0.0% 62.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.2% 31.9% 4.3%

(医社)三思会くすの木病院 0.0% 0.0% 0.8% 12.3% 55.7% 1.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 29.5%

利根中央病院 0.0% 1.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.6% 95.6% 0.0% 0.0% 1.6%

(医社)三思会東邦病院 1.9% 0.0% 3.5% 0.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 80.2% 10.2% 3.8%

(医社)東郷会恵愛堂病院 4.7% 0.0% 3.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.8% 89.1% 1.6% 0.8%

本島総合病院 0.0% 0.0% 0.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 98.1% 0.9%

医療法人財団明理会イムス太田中央総合病院 0.5% 0.0% 2.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.4% 62.0% 29.9%

出典：令和3年群馬県患者調査
※ 公立病院経営強化プラン対象病院、公的医療機関等2025プラン策定対象病院、一般又は療養病床200床以上の民間病院を抽出し集計（n=5,466）
※ 着色セル：当該病院に受療した患者のうち、当該病院が所在する医療圏に居住する患者の割合
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患者の受療動向～個別病院の入院患者への対応状況①～
医療圏内患者シェア率（当該病院が所在する医療圏で受療した患者のうち、当該病院に受療した患者の割合）

医療圏
医療機関名称

前橋 渋川 伊勢崎 高崎・安中 藤岡 富岡 吾妻 沼田 桐生 太田・館林

独立行政法人地域医療機能推進機構群馬中央病院 8.2%

群馬県立心臓血管センター 5.2%

群馬県済生会前橋病院 8.8%

前橋赤十字病院 16.3%

群馬大学医学部附属病院 18.4%

独立行政法人国立病院機構渋川医療センター 32.8%

群馬県立小児医療センター 12.8%

伊勢崎市民病院 21.9%

(社)伊勢崎佐波医師会病院 11.9%

公立碓氷病院 2.6%

(医社)日高会日高病院 7.3%

独立行政法人国立病院機構高崎総合医療センター 14.1%

公立藤岡総合病院 40.1%

藤岡市国民健康保険鬼石病院 14.1%

下仁田厚生病院 13.1%

公立富岡総合病院 51.2%

公立七日市病院 26.7%

原町赤十字病院 22.6%

西吾妻福祉病院 8.8%

独立行政法人国立病院機構沼田病院 5.5%

桐生厚生総合病院 22.4%

ＳＵＢＡＲＵ健康保険組合太田記念病院 12.6%

群馬県立がんセンター 8.5%

公立館林厚生病院 11.5%

(公財)老年病研究所附属病院 7.8%

伊勢崎福島病院 13.8%

鶴谷病院 15.0%

(医社)三思会くすの木病院 24.1%

利根中央病院 28.5%

(医社)三思会東邦病院 23.3%

(医社)東郷会恵愛堂病院 17.6%

本島総合病院 5.1%

医療法人財団明理会イムス太田中央総合病院 13.2%

掲載病院の医療圏内患者シェア率 64.6% 45.6% 62.6% 24.1% 78.3% 91.1% 31.3% 34.0% 63.3% 50.8%

出典：令和3年群馬県患者調査
※ 公立病院経営強化プラン対象病院、公的医療機関等2025プラン策定対象病院、一般又は療養病床200床以上の民間病院を抽出し集計
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患者の受療動向～個別病院の入院患者への対応状況②～
入院全体のうち救急搬送を契機とした入院における医療圏内患者シェア率
（当該病院が所在する医療圏で受療した患者のうち、当該病院に受療した患者の割合）

医療圏
医療機関名称

前橋 渋川 伊勢崎 高崎・安中 藤岡 富岡 吾妻 沼田 桐生 太田・館林

独立行政法人地域医療機能推進機構群馬中央病院 9.5%

群馬県立心臓血管センター 4.4%

群馬県済生会前橋病院 11.7%

前橋赤十字病院 27.9%

群馬大学医学部附属病院 12.2%

独立行政法人国立病院機構渋川医療センター 12.3%

群馬県立小児医療センター 16.0%

伊勢崎市民病院 20.5%

(社)伊勢崎佐波医師会病院 19.3%

公立碓氷病院 1.3%

(医社)日高会日高病院 12.5%

独立行政法人国立病院機構高崎総合医療センター 32.9%

公立藤岡総合病院 53.4%

藤岡市国民健康保険鬼石病院 22.6%

下仁田厚生病院 8.8%

公立富岡総合病院 86.3%

公立七日市病院 5.0%

原町赤十字病院 28.6%

西吾妻福祉病院 10.2%

独立行政法人国立病院機構沼田病院 8.5%

桐生厚生総合病院 38.2%

ＳＵＢＡＲＵ健康保険組合太田記念病院 29.2%

群馬県立がんセンター 1.9%

公立館林厚生病院 24.9%

(公財)老年病研究所附属病院 19.3%

伊勢崎福島病院 7.0%

鶴谷病院 17.3%

(医社)三思会くすの木病院 18.5%

利根中央病院 35.8%

(医社)三思会東邦病院 10.1%

(医社)東郷会恵愛堂病院 45.1%

本島総合病院 0.5%

医療法人財団明理会イムス太田中央総合病院 16.2%

掲載病院の医療圏内患者シェア率 84.9% 28.4% 64.0% 46.7% 94.5% 100.0% 38.8% 44.2% 93.4% 72.7%

出典：令和3年群馬県患者調査
※ 公立病院経営強化プラン対象病院、公的医療機関等2025プラン策定対象病院、一般又は療養病床200床以上の民間病院を抽出し集計
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患者の受療動向～個別病院の入院患者への対応状況③～
入院全体のうち救急搬送を契機とした入院以外の入院における医療圏内患者シェア率
（当該病院が所在する医療圏で受療した患者のうち、当該病院に受療した患者の割合）

医療圏
医療機関名称

前橋 渋川 伊勢崎 高崎・安中 藤岡 富岡 吾妻 沼田 桐生 太田・館林

独立行政法人地域医療機能推進機構群馬中央病院 7.9%

群馬県立心臓血管センター 5.4%

群馬県済生会前橋病院 8.1%

前橋赤十字病院 13.5%

群馬大学医学部附属病院 19.9%

独立行政法人国立病院機構渋川医療センター 36.8%

群馬県立小児医療センター 12.2%

伊勢崎市民病院 22.4%

(社)伊勢崎佐波医師会病院 9.3%

公立碓氷病院 2.9%

(医社)日高会日高病院 6.4%

独立行政法人国立病院機構高崎総合医療センター 10.7%

公立藤岡総合病院 36.0%

藤岡市国民健康保険鬼石病院 11.4%

下仁田厚生病院 14.1%

公立富岡総合病院 43.6%

公立七日市病院 31.4%

原町赤十字病院 21.1%

西吾妻福祉病院 8.4%

独立行政法人国立病院機構沼田病院 4.8%

桐生厚生総合病院 18.6%

ＳＵＢＡＲＵ健康保険組合太田記念病院 9.1%

群馬県立がんセンター 9.9%

公立館林厚生病院 8.7%

(公財)老年病研究所附属病院 5.0%

伊勢崎福島病院 16.2%

鶴谷病院 14.2%

(医社)三思会くすの木病院 25.8%

利根中央病院 26.7%

(医社)三思会東邦病院 26.5%

(医社)東郷会恵愛堂病院 10.9%

本島総合病院 6.0%

医療法人財団明理会イムス太田中央総合病院 12.6%

掲載病院の医療圏内患者シェア率 59.7% 49.0% 62.2% 20.0% 73.3% 89.2% 29.5% 31.5% 56.0% 46.2%

出典：令和3年群馬県患者調査
※ 公立病院経営強化プラン対象病院、公的医療機関等2025プラン策定対象病院、一般又は療養病床200床以上の民間病院を抽出し集計
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患者の受療動向まとめ

救急搬送を契機とした入院は、それ以外の入院と比較し、全体的
に自医療圏内の患者の割合が高い傾向があり、沼田保健医療圏に
おいても同様の傾向である。

沼田病院と利根中央病院における入院患者の流入状況を見ると、
当該病院では自圏域の患者の受け入れが9割以上にのぼり、吾妻
や渋川地域からの受け入れがある。

沼田病院と利根中央病院における自医療圏内の患者のシェア率に
ついて、当該病院において自医療圏内で受療した患者の34％、救
急搬送を契機とした入院では44.2％で、その他の病院でも幅広く
受け入れが行われている。救急搬送を契機とした入院で は、利
根中央病院が地域の35.8％を受け入れている。
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入院診療実績について
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入院診療実績～DPC病院のMDC別入院患者数～

出典： 厚生労働省「DPC導入の影響評価に係る調査「退院患者調査」」
※ 集計対象は、調査対象施設のうち「一般病棟グループ」の病棟において退院又は転棟した患者（調査年4月から翌年3月）。一般病棟グループからそれ以外の病棟に移動した患者等は集計対象外。10症例未満はオープンデータ上秘匿される。
※ 「一般病棟グループ」とは、一般病棟入院基本料（7対1、10対1、13対1、15対1）、特定機能病院入院基本料（一般）、専門病院入院基本料（7対1、10対1、13対1）、救命救急入院料、特定集中治療室管理料、ハイケアユニット入院医

療管理料、脳卒中ケアユニット入院医療管理料、小児特定集中治療室管理料、新生児特定集中治療室管理料、総合周産期特定集中治療室管理料、新生児治療回復室入院医療管理料、一類感染症患者入院医療管理料、小児入院医療管理料、短期
滞在手術等基本料（3のみ）を算定する病棟（一部病床）をいう。なお、救急患者として受け入れた患者が、処置室、手術室等において死亡した場合で、当該保険医療機関が救急医療を担う施設として確保することとされている専用病床に入
院したものとみなされるもの（死亡時の1日分の入院料等を算定するもの）も含む。

県全体
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出典： 厚生労働省「DPC導入の影響評価に係る調査「退院患者調査」」
※ 集計対象は、調査対象施設のうち「一般病棟グループ」の病棟において退院又は転棟した患者（調査年4月から翌年3月）。一般病棟グループからそれ以外の病棟に移動した患者等は集計対象外。10症例未満はオープンデータ上秘匿される。
※ 「一般病棟グループ」とは、一般病棟入院基本料（7対1、10対1、13対1、15対1）、特定機能病院入院基本料（一般）、専門病院入院基本料（7対1、10対1、13対1）、救命救急入院料、特定集中治療室管理料、ハイケアユニット入院医

療管理料、脳卒中ケアユニット入院医療管理料、小児特定集中治療室管理料、新生児特定集中治療室管理料、総合周産期特定集中治療室管理料、新生児治療回復室入院医療管理料、一類感染症患者入院医療管理料、小児入院医療管理料、短期
滞在手術等基本料（3のみ）を算定する病棟（一部病床）をいう。なお、救急患者として受け入れた患者が、処置室、手術室等において死亡した場合で、当該保険医療機関が救急医療を担う施設として確保することとされている専用病床に入
院したものとみなされるもの（死亡時の1日分の入院料等を算定するもの）も含む。

入院診療実績～ DPC病院のMDC別入院患者数～ 沼田
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出典： 厚生労働省「DPC導入の影響評価に係る調査「退院患者調査」」
※ 集計対象は、調査対象施設のうち「一般病棟グループ」の病棟において退院又は転棟した患者（調査年4月から翌年3月）。一般病棟グループからそれ以外の病棟に移動した患者等は集計対象外。10症例未満はオープンデータ上秘匿される。
※ 「一般病棟グループ」とは、一般病棟入院基本料（7対1、10対1、13対1、15対1）、特定機能病院入院基本料（一般）、専門病院入院基本料（7対1、10対1、13対1）、救命救急入院料、特定集中治療室管理料、ハイケアユニット入院医

療管理料、脳卒中ケアユニット入院医療管理料、小児特定集中治療室管理料、新生児特定集中治療室管理料、総合周産期特定集中治療室管理料、新生児治療回復室入院医療管理料、一類感染症患者入院医療管理料、小児入院医療管理料、短期
滞在手術等基本料（3のみ）を算定する病棟（一部病床）をいう。なお、救急患者として受け入れた患者が、処置室、手術室等において死亡した場合で、当該保険医療機関が救急医療を担う施設として確保することとされている専用病床に入
院したものとみなされるもの（死亡時の1日分の入院料等を算定するもの）も含む。

入院診療実績～ DPC病院の救急車によるMDC別入院患者数～ 県全体
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出典： 厚生労働省「DPC導入の影響評価に係る調査「退院患者調査」」
※ 集計対象は、調査対象施設のうち「一般病棟グループ」の病棟において退院又は転棟した患者（調査年4月から翌年3月）。一般病棟グループからそれ以外の病棟に移動した患者等は集計対象外。10症例未満はオープンデータ上秘匿される。
※ 「一般病棟グループ」とは、一般病棟入院基本料（7対1、10対1、13対1、15対1）、特定機能病院入院基本料（一般）、専門病院入院基本料（7対1、10対1、13対1）、救命救急入院料、特定集中治療室管理料、ハイケアユニット入院医

療管理料、脳卒中ケアユニット入院医療管理料、小児特定集中治療室管理料、新生児特定集中治療室管理料、総合周産期特定集中治療室管理料、新生児治療回復室入院医療管理料、一類感染症患者入院医療管理料、小児入院医療管理料、短期
滞在手術等基本料（3のみ）を算定する病棟（一部病床）をいう。なお、救急患者として受け入れた患者が、処置室、手術室等において死亡した場合で、当該保険医療機関が救急医療を担う施設として確保することとされている専用病床に入
院したものとみなされるもの（死亡時の1日分の入院料等を算定するもの）も含む。

入院診療実績～ DPC病院の救急車によるMDC別入院患者数～ 沼田
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圏域別のMDC別入院患者数について、前橋保健医療圏の患者数
の多さが際立っており、その次に高崎・安中保健医療圏、太田・
館林保健医療圏が多い。

H26～R1における圏域別のMDC別入院患者数の傾向を見ると、
渋川、伊勢崎、高崎・安中、太田・館林保健医療圏は増加傾向で
ある一方、沼田保健医療圏を含むそれ以外の保健医療圏は減少傾
向となっている。なお、R2の入院患者数は、全保健医療圏で前
年から減少しており、新型コロナウイルス感染症対応の影響が考
えられる。
※ 途中でDPC調査対象病院に追加となった病院もあるため、経年比較には留意が必要。

沼田保健医療圏では、利根中、沼田脳外、沼田を中心に幅広い疾
患の入院患者の受入れに対応しており、救急搬送入院についても
同様である。

入院診療実績まとめ
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がん

41



～～～ 全体 ～～～ ～～～ 男性 ～～～

～～～ 女性 ～～～

将来の医療需要等～〔がん〕入院医療需要の推計結果～ 沼田

42

出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計）」、群馬県の年齢別人口-平成27年国勢調査結果-（平成27年10月1日現在）
平成27年群馬県患者調査

※ 入院医療需要の推計は、一般病床及び療養病床における県全体の以下の疾患分類の性・年齢階級別の入院受療率（医療機関所在地ベース）を算出した上で、各保健医療圏ごとの将来の
人口推計を掛け合わせて算出。

「胃の悪性新生物」、「結腸の悪性新生物」、「直腸Ｓ状結腸移行部及び直腸の悪性新生物」、「肝及び肝内胆管の悪性新生物」、「気管，気管支及び肺の悪性新生
物」、「乳房の悪性新生物」、「子宮の悪性新生物」、「悪性リンパ腫」、「白血病」、「その他の悪性新生物」

※ 2015年の患者数を100として、各年の患者数を換算したもの。各年齢層の値は四捨五入しているため、合計と一致しない場合がある



患者の受療動向～ 〔がん〕入院患者の流出状況①～
入院全体

出典：令和3年群馬県患者調査
※ 一般病床及び療養病床の入院患者のうち、以下の疾病分類（n=1,651、患者住所地が不詳のレコードを除く）を集計

「胃の悪性新生物」、「結腸の悪性新生物」、「直腸Ｓ状結腸移行部及び直腸の悪性新生物」、「肝及び肝内胆管の悪性新生物」、「気管，気管支及び肺の悪性新生
物」、「乳房の悪性新生物」、「子宮の悪性新生物」、「悪性リンパ腫」、「白血病」、「その他の悪性新生物」

※ 濃い黄色セル：自足率（圏域内に居住する患者のうち、同圏域内の医療機関にかかった割合）
※ 県内に居住する患者が県外の医療機関で受療した場合は、調査対象に含まれていない。

受療地
住所地 流出率 前橋 渋川 伊勢崎 高崎・安中 藤岡 富岡 吾妻 沼田 桐生 太田・館林

前橋 16.9% 83.1% 6.9% 3.2% 4.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.2% 1.2%

渋川 31.9% 22.7% 68.1% 0.0% 9.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

伊勢崎 41.3% 25.8% 1.3% 58.7% 5.8% 1.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.6% 6.5%

高崎・安中 35.9% 24.7% 2.4% 0.3% 64.1% 4.4% 4.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

藤岡 36.4% 20.0% 0.0% 0.0% 14.5% 63.6% 1.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

富岡 51.0% 11.8% 5.9% 0.0% 25.5% 5.9% 49.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.0%

吾妻 63.0% 8.7% 50.0% 0.0% 2.2% 0.0% 0.0% 37.0% 2.2% 0.0% 0.0%

沼田 47.2% 12.4% 34.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 52.8% 0.0% 0.0%

桐生 32.2% 14.9% 1.1% 2.9% 0.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 67.8% 12.6%

太田・館林 14.0% 7.6% 0.8% 3.0% 0.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.3% 86.0%
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患者の受療動向～ 〔がん〕入院患者の流出状況②～
入院全体のうち救急搬送を契機とした入院

出典：令和3年群馬県患者調査
※ 一般病床及び療養病床の入院患者（患者住所地が不詳のレコードを除く）のうち、救急搬入が「1 有」と回答された以下の疾病分類の患者（n=132）を集計

「胃の悪性新生物」、「結腸の悪性新生物」、「直腸Ｓ状結腸移行部及び直腸の悪性新生物」、「肝及び肝内胆管の悪性新生物」、「気管，気管支及び肺の悪性新生
物」、「乳房の悪性新生物」、「子宮の悪性新生物」、「悪性リンパ腫」、「白血病」、「その他の悪性新生物」

※ 濃い黄色セル：自足率（圏域内に居住する患者のうち、同圏域内の医療機関にかかった割合）
※ 県内に居住する患者が県外の医療機関で受療した場合は、調査対象に含まれていない。

受療地
住所地

流出率 前橋 渋川 伊勢崎 高崎・安中 藤岡 富岡 吾妻 沼田 桐生 太田・館林

前橋 15.4% 84.6% 3.8% 3.8% 7.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

渋川 33.3% 16.7% 66.7% 0.0% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

伊勢崎 33.3% 33.3% 0.0% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

高崎・安中 28.0% 20.0% 0.0% 0.0% 72.0% 4.0% 4.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

藤岡 60.0% 20.0% 0.0% 0.0% 20.0% 40.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

富岡 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 75.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

吾妻 33.3% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0%

沼田 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

桐生 9.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 90.5% 9.5%

太田・館林 23.5% 5.9% 0.0% 5.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 11.8% 76.5%
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患者の受療動向～ 〔がん〕入院患者の流出状況③～
入院全体のうち救急搬送を契機とした入院以外の入院

出典：令和3年群馬県患者調査
※ 一般病床及び療養病床の入院患者（患者住所地が不詳のレコードを除く）のうち、救急搬入が「2 無」と回答された以下の疾病分類の患者（n=1,591）を集計

「胃の悪性新生物」、「結腸の悪性新生物」、「直腸Ｓ状結腸移行部及び直腸の悪性新生物」、「肝及び肝内胆管の悪性新生物」、「気管，気管支及び肺の悪性新生
物」、「乳房の悪性新生物」、「子宮の悪性新生物」、「悪性リンパ腫」、「白血病」、「その他の悪性新生物」

※ 濃い黄色セル：自足率（圏域内に居住する患者のうち、同圏域内の医療機関にかかった割合）
※ 県内に居住する患者が県外の医療機関で受療した場合は、調査対象に含まれていない。

受療地
住所地 流出率 前橋 渋川 伊勢崎 高崎・安中 藤岡 富岡 吾妻 沼田 桐生 太田・館林

前橋 17.1% 82.9% 7.2% 3.2% 4.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.4% 1.4%

渋川 31.8% 23.4% 68.2% 0.0% 8.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

伊勢崎 41.6% 25.5% 1.3% 58.4% 6.0% 1.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.7% 6.7%

高崎・安中 36.7% 25.2% 2.6% 0.4% 63.3% 4.4% 4.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

藤岡 34.0% 20.0% 0.0% 0.0% 14.0% 66.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

富岡 53.2% 12.8% 6.4% 0.0% 25.5% 6.4% 46.8% 0.0% 0.0% 0.0% 2.1%

吾妻 65.1% 9.3% 51.2% 0.0% 2.3% 0.0% 0.0% 34.9% 2.3% 0.0% 0.0%

沼田 52.5% 13.8% 38.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 47.5% 0.0% 0.0%

桐生 35.3% 17.0% 1.3% 3.3% 0.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 64.7% 13.1%

太田・館林 13.4% 7.7% 0.8% 2.8% 0.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.6% 86.6%
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患者の受療動向～ 〔がん〕入院患者の流入状況①～
入院全体

出典：令和3年群馬県患者調査
※ 一般病床及び療養病床の入院患者のうち、以下の疾病分類（n=1,651、患者住所地が不詳のレコードを除く）を集計

「胃の悪性新生物」、「結腸の悪性新生物」、「直腸Ｓ状結腸移行部及び直腸の悪性新生物」、「肝及び肝内胆管の悪性新生物」、「気管，気管支及び肺の悪性新生
物」、「乳房の悪性新生物」、「子宮の悪性新生物」、「悪性リンパ腫」、「白血病」、「その他の悪性新生物」

※ 濃い黄色セル：圏域内の医療機関にかかった患者のうち、同圏域内に居住する患者の割合

受療地
住所地 前橋 渋川 伊勢崎 高崎・安中 藤岡 富岡 吾妻 沼田 桐生 太田・館林

流入率 54.9% 52.4% 28.9% 25.0% 54.5% 34.2% 0.0% 2.1% 8.5% 32.2%

前橋 45.1% 10.0% 6.3% 4.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.3% 0.9%

渋川 5.9% 47.6% 0.0% 4.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

伊勢崎 8.8% 1.2% 71.1% 3.6% 2.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.8% 3.0%

高崎・安中 16.0% 4.1% 0.8% 75.0% 16.9% 31.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

藤岡 2.4% 0.0% 0.0% 3.2% 45.5% 2.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

富岡 1.3% 1.8% 0.0% 5.2% 3.9% 65.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.3%

吾妻 0.9% 13.5% 0.0% 0.4% 0.0% 0.0% 100.0% 2.1% 0.0% 0.0%

沼田 2.4% 18.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 97.9% 0.0% 0.0%

桐生 5.7% 1.2% 3.9% 0.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 91.5% 6.6%

太田・館林 4.4% 1.2% 6.3% 0.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.7% 67.8%

県外 7.2% 1.2% 11.7% 3.2% 31.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.8% 21.5%
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患者の受療動向～ 〔がん〕入院患者の流入状況②～
入院全体のうち救急搬送を契機とした入院

受療地
住所地

前橋 渋川 伊勢崎 高崎・安中 藤岡 富岡 吾妻 沼田 桐生 太田・館林

流入率 33.3% 27.3% 33.3% 25.0% 60.0% 40.0% 0.0% 0.0% 9.5% 18.8%

前橋 66.7% 9.1% 16.7% 8.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

渋川 6.1% 72.7% 0.0% 8.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

伊勢崎 6.1% 0.0% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

高崎・安中 15.2% 0.0% 0.0% 75.0% 20.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

藤岡 3.0% 0.0% 0.0% 4.2% 40.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

富岡 0.0% 0.0% 0.0% 4.2% 0.0% 60.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

吾妻 0.0% 9.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

沼田 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

桐生 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 90.5% 12.5%

太田・館林 3.0% 0.0% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 9.5% 81.3%

県外 0.0% 9.1% 0.0% 0.0% 40.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 6.3%

出典：令和3年群馬県患者調査
※ 一般病床及び療養病床の入院患者（患者住所地が不詳のレコードを除く）のうち、救急搬入が「1 有」と回答された以下の疾病分類の患者（n=132）を集計

「胃の悪性新生物」、「結腸の悪性新生物」、「直腸Ｓ状結腸移行部及び直腸の悪性新生物」、「肝及び肝内胆管の悪性新生物」、「気管，気管支及び肺の悪性新生
物」、「乳房の悪性新生物」、「子宮の悪性新生物」、「悪性リンパ腫」、「白血病」、「その他の悪性新生物」

※ 濃い黄色セル：圏域内の医療機関にかかった患者のうち、同圏域内に居住する患者の割合
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患者の受療動向～ 〔がん〕入院患者の流入状況③～
入院全体のうち救急搬送を契機とした入院以外の入院

受療地
住所地 前橋 渋川 伊勢崎 高崎・安中 藤岡 富岡 吾妻 沼田 桐生 太田・館林

流入率 56.6% 54.1% 28.7% 25.0% 54.2% 33.3% 0.0% 2.6% 8.3% 32.9%

前橋 43.4% 10.1% 5.7% 3.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.8% 0.9%

渋川 5.9% 45.9% 0.0% 3.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

伊勢崎 9.0% 1.3% 71.3% 3.9% 2.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.9% 3.1%

高崎・安中 16.0% 4.4% 0.8% 75.0% 16.7% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

藤岡 2.4% 0.0% 0.0% 3.1% 45.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

富岡 1.4% 1.9% 0.0% 5.3% 4.2% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.3%

吾妻 0.9% 13.8% 0.0% 0.4% 0.0% 0.0% 100.0% 2.6% 0.0% 0.0%

沼田 2.6% 19.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 97.4% 0.0% 0.0%

桐生 6.1% 1.3% 4.1% 0.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 91.7% 6.3%

太田・館林 4.5% 1.3% 5.7% 0.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.7% 67.1%

県外 7.8% 0.6% 12.3% 3.5% 30.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.9% 22.3%

出典：令和3年群馬県患者調査
※ 一般病床及び療養病床の入院患者（患者住所地が不詳のレコードを除く）のうち、救急搬入が「2 無」と回答された以下の疾病分類の患者（n=1,519）を集計

「胃の悪性新生物」、「結腸の悪性新生物」、「直腸Ｓ状結腸移行部及び直腸の悪性新生物」、「肝及び肝内胆管の悪性新生物」、「気管，気管支及び肺の悪性新生
物」、「乳房の悪性新生物」、「子宮の悪性新生物」、「悪性リンパ腫」、「白血病」、「その他の悪性新生物」

※ 濃い黄色セル：圏域内の医療機関にかかった患者のうち、同圏域内に居住する患者の割合
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出典： 厚生労働省「DPC導入の影響評価に係る調査「退院患者調査」」
※ 集計対象は、調査対象施設のうち「一般病棟グループ」の病棟において退院又は転棟した患者（調査年4月から翌年3月）。一般病棟グループからそれ以外の病棟に移動した患者等は集計対象外。10症例未満はオープンデータ上秘匿される。
※ 「一般病棟グループ」とは、一般病棟入院基本料（7対1、10対1、13対1、15対1）、特定機能病院入院基本料（一般）、専門病院入院基本料（7対1、10対1、13対1）、救命救急入院料、特定集中治療室管理料、ハイケアユニット入院医

療管理料、脳卒中ケアユニット入院医療管理料、小児特定集中治療室管理料、新生児特定集中治療室管理料、総合周産期特定集中治療室管理料、新生児治療回復室入院医療管理料、一類感染症患者入院医療管理料、小児入院医療管理料、短期
滞在手術等基本料（3のみ）を算定する病棟（一部病床）をいう。なお、救急患者として受け入れた患者が、処置室、手術室等において死亡した場合で、当該保険医療機関が救急医療を担う施設として確保することとされている専用病床に入
院したものとみなされるもの（死亡時の1日分の入院料等を算定するもの）も含む。

入院診療実績～〔がん〕DPC病院のMDC別入院患者数～ 県全体
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出典： 厚生労働省「DPC導入の影響評価に係る調査「退院患者調査」」
※ 集計対象は、調査対象施設のうち「一般病棟グループ」の病棟において退院又は転棟した患者（調査年4月から翌年3月）。一般病棟グループからそれ以外の病棟に移動した患者等は集計対象外。10症例未満はオープンデータ上秘匿される。
※ 「一般病棟グループ」とは、一般病棟入院基本料（7対1、10対1、13対1、15対1）、特定機能病院入院基本料（一般）、専門病院入院基本料（7対1、10対1、13対1）、救命救急入院料、特定集中治療室管理料、ハイケアユニット入院医

療管理料、脳卒中ケアユニット入院医療管理料、小児特定集中治療室管理料、新生児特定集中治療室管理料、総合周産期特定集中治療室管理料、新生児治療回復室入院医療管理料、一類感染症患者入院医療管理料、小児入院医療管理料、短期
滞在手術等基本料（3のみ）を算定する病棟（一部病床）をいう。なお、救急患者として受け入れた患者が、処置室、手術室等において死亡した場合で、当該保険医療機関が救急医療を担う施設として確保することとされている専用病床に入
院したものとみなされるもの（死亡時の1日分の入院料等を算定するもの）も含む。

※ 調査対象施設のうち各年全てのデータが0件の病院または10件未満で秘匿されている病院は表示していない。

入院診療実績～〔がん〕DPC病院のMDC別入院患者数～ 沼田
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入院診療実績～〔がん〕DPC病院のMDC別入院患者数～ 前橋
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出典： 厚生労働省「DPC導入の影響評価に係る調査「退院患者調査」」
※ 集計対象は、調査対象施設のうち「一般病棟グループ」の病棟において退院又は転棟した患者（調査年4月から翌年3月）。一般病棟グループからそれ以外の病棟に移動した患者等は集計対象外。10症例未満はオープンデータ上秘匿される。
※ 「一般病棟グループ」とは、一般病棟入院基本料（7対1、10対1、13対1、15対1）、特定機能病院入院基本料（一般）、専門病院入院基本料（7対1、10対1、13対1）、救命救急入院料、特定集中治療室管理料、ハイケアユニット入院医

療管理料、脳卒中ケアユニット入院医療管理料、小児特定集中治療室管理料、新生児特定集中治療室管理料、総合周産期特定集中治療室管理料、新生児治療回復室入院医療管理料、一類感染症患者入院医療管理料、小児入院医療管理料、短期
滞在手術等基本料（3のみ）を算定する病棟（一部病床）をいう。なお、救急患者として受け入れた患者が、処置室、手術室等において死亡した場合で、当該保険医療機関が救急医療を担う施設として確保することとされている専用病床に入
院したものとみなされるもの（死亡時の1日分の入院料等を算定するもの）も含む。

※ 調査対象施設のうち各年全てのデータが0件の病院または10件未満で秘匿されている病院は表示していない。



入院診療実績～〔がん〕DPC病院のMDC別入院患者数～ 渋川
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出典： 厚生労働省「DPC導入の影響評価に係る調査「退院患者調査」」
※ 集計対象は、調査対象施設のうち「一般病棟グループ」の病棟において退院又は転棟した患者（調査年4月から翌年3月）。一般病棟グループからそれ以外の病棟に移動した患者等は集計対象外。10症例未満はオープンデータ上秘匿される。
※ 「一般病棟グループ」とは、一般病棟入院基本料（7対1、10対1、13対1、15対1）、特定機能病院入院基本料（一般）、専門病院入院基本料（7対1、10対1、13対1）、救命救急入院料、特定集中治療室管理料、ハイケアユニット入院医

療管理料、脳卒中ケアユニット入院医療管理料、小児特定集中治療室管理料、新生児特定集中治療室管理料、総合周産期特定集中治療室管理料、新生児治療回復室入院医療管理料、一類感染症患者入院医療管理料、小児入院医療管理料、短期
滞在手術等基本料（3のみ）を算定する病棟（一部病床）をいう。なお、救急患者として受け入れた患者が、処置室、手術室等において死亡した場合で、当該保険医療機関が救急医療を担う施設として確保することとされている専用病床に入
院したものとみなされるもの（死亡時の1日分の入院料等を算定するもの）も含む。

※ 調査対象施設のうち各年全てのデータが0件の病院または10件未満で秘匿されている病院は表示していない。



入院診療実績～〔がん〕DPC病院のMDC別入院患者数～ 伊勢崎
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出典： 厚生労働省「DPC導入の影響評価に係る調査「退院患者調査」」
※ 集計対象は、調査対象施設のうち「一般病棟グループ」の病棟において退院又は転棟した患者（調査年4月から翌年3月）。一般病棟グループからそれ以外の病棟に移動した患者等は集計対象外。10症例未満はオープンデータ上秘匿される。
※ 「一般病棟グループ」とは、一般病棟入院基本料（7対1、10対1、13対1、15対1）、特定機能病院入院基本料（一般）、専門病院入院基本料（7対1、10対1、13対1）、救命救急入院料、特定集中治療室管理料、ハイケアユニット入院医

療管理料、脳卒中ケアユニット入院医療管理料、小児特定集中治療室管理料、新生児特定集中治療室管理料、総合周産期特定集中治療室管理料、新生児治療回復室入院医療管理料、一類感染症患者入院医療管理料、小児入院医療管理料、短期
滞在手術等基本料（3のみ）を算定する病棟（一部病床）をいう。なお、救急患者として受け入れた患者が、処置室、手術室等において死亡した場合で、当該保険医療機関が救急医療を担う施設として確保することとされている専用病床に入
院したものとみなされるもの（死亡時の1日分の入院料等を算定するもの）も含む。

※ 調査対象施設のうち各年全てのデータが0件の病院または10件未満で秘匿されている病院は表示していない。



入院診療実績～〔がん〕DPC病院のMDC別入院患者数～ 高崎・安中
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出典： 厚生労働省「DPC導入の影響評価に係る調査「退院患者調査」」
※ 集計対象は、調査対象施設のうち「一般病棟グループ」の病棟において退院又は転棟した患者（調査年4月から翌年3月）。一般病棟グループからそれ以外の病棟に移動した患者等は集計対象外。10症例未満はオープンデータ上秘匿される。
※ 「一般病棟グループ」とは、一般病棟入院基本料（7対1、10対1、13対1、15対1）、特定機能病院入院基本料（一般）、専門病院入院基本料（7対1、10対1、13対1）、救命救急入院料、特定集中治療室管理料、ハイケアユニット入院医

療管理料、脳卒中ケアユニット入院医療管理料、小児特定集中治療室管理料、新生児特定集中治療室管理料、総合周産期特定集中治療室管理料、新生児治療回復室入院医療管理料、一類感染症患者入院医療管理料、小児入院医療管理料、短期
滞在手術等基本料（3のみ）を算定する病棟（一部病床）をいう。なお、救急患者として受け入れた患者が、処置室、手術室等において死亡した場合で、当該保険医療機関が救急医療を担う施設として確保することとされている専用病床に入
院したものとみなされるもの（死亡時の1日分の入院料等を算定するもの）も含む。

※ 調査対象施設のうち各年全てのデータが0件の病院または10件未満で秘匿されている病院は表示していない。



〔がん〕のMDC別入院患者数は、以下のコードを集計

010010 脳腫瘍
02001x 角膜・眼及び付属器の悪性腫瘍
03001x 頭頸部悪性腫瘍
040010 縦隔悪性腫瘍、縦隔・胸膜の悪性腫瘍、040040 肺の悪性腫瘍、040050 胸壁腫瘍、胸膜
腫瘍
050010 心臓の悪性腫瘍
060010 食道の悪性腫瘍（頸部を含む。）、060020 胃の悪性腫瘍、060030 小腸の悪性腫瘍、腹
膜の悪性腫瘍、060035 結腸（虫垂を含む。）の悪性腫瘍、060040 直腸肛門（直腸Ｓ状部から肛
門）の悪性腫瘍、060050 肝・肝内胆管の悪性腫瘍（続発性を含む。）、060060 胆嚢、肝外胆管
の悪性腫瘍、06007x 膵臓、脾臓の腫瘍
070040 骨の悪性腫瘍（脊椎を除く。）、070041 軟部の悪性腫瘍（脊髄を除く。）
080005 黒色腫、080006 皮膚の悪性腫瘍（黒色腫以外）
090010 乳房の悪性腫瘍
100020 甲状腺の悪性腫瘍
11002x 性器の悪性腫瘍、110060 腎盂・尿管の悪性腫瘍、110080 前立腺の悪性腫瘍
120010 卵巣・子宮附属器の悪性腫瘍、12002x 子宮頸・体部の悪性腫瘍、120030 外陰の悪性腫
瘍、120040 腟の悪性腫瘍
130010 急性白血病、130020 ホジキン病、130030 非ホジキンリンパ腫、130040 多発性骨髄腫、
免疫系悪性新生物、130050 骨髄増殖性腫瘍、130060 骨髄異形成症候群

〔がん〕DPC病院のMDC別入院患者数の集計で使用したコード
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〔がん〕まとめ

がんに関する将来の医療需要のトレンドについて、2015年から
2040年にかけて、今後医療需要が減少（2015年から2025年頃
までほぼ横ばいで、その後2040年にかけて約13％減）すること
が見込まれる。
※ トレンドの把握に当たっては、国のワーキンググループの報告にも留意する必要がある。

沼田保健医療圏の患者の受療動向について、自足率は52.8％と
なっており、前橋、渋川に47.2％流出している。一方、流入率
は2.1％となっており、自圏域の患者が多く、吾妻から一部患者
を受け入れている。

がんの診療実績について、利根中央病院、沼田病院で呼吸器系、
消化器系を中心に受入れを行っている。
流出先の前橋保健医療圏、渋川保健医療圏では幅広いがんに対応
している。
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脳卒中
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～～～ 全体 ～～～ ～～～ 男性 ～～～

～～～ 女性 ～～～

将来の医療需要等～〔脳卒中〕入院医療需要の推計結果～ 沼田
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出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計）」、群馬県の年齢別人口-平成27年国勢調査結果-（平成27年10月1日現在）
平成27年群馬県患者調査

※ 入院医療需要の推計は、一般病床及び療養病床における県全体の以下の疾患分類の性・年齢階級別の入院受療率（医療機関所在地ベース）を算出した上で、各保健医療圏ごとの将来の
人口推計を掛け合わせて算出。

「くも膜下出血」、「脳内出血」、「脳梗塞」、「脳動脈硬化（症）」、「その他の脳血管疾患」
※ 2015年の患者数を100として、各年の患者数を換算したもの。各年齢層の値は四捨五入しているため、合計と一致しない場合がある



患者の受療動向～ 〔脳卒中〕入院患者の流出状況①～
入院全体

受療地
住所地 流出率 前橋 渋川 伊勢崎 高崎・安中 藤岡 富岡 吾妻 沼田 桐生 太田・館林

前橋 33.0% 67.0% 1.5% 9.0% 18.4% 0.0% 0.0% 2.2% 0.7% 0.7% 0.4%

渋川 68.4% 30.6% 31.6% 1.0% 21.4% 0.0% 0.0% 8.2% 7.1% 0.0% 0.0%

伊勢崎 21.6% 5.3% 0.0% 78.4% 6.4% 1.8% 0.0% 0.6% 0.0% 4.1% 3.5%

高崎・安中 15.9% 4.2% 0.5% 1.7% 84.1% 2.2% 2.5% 4.4% 0.5% 0.0% 0.0%

藤岡 24.5% 1.9% 0.0% 0.0% 17.0% 75.5% 1.9% 3.8% 0.0% 0.0% 0.0%

富岡 37.5% 0.0% 0.0% 2.1% 33.3% 2.1% 62.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

吾妻 27.4% 2.7% 8.2% 0.0% 2.7% 0.0% 0.0% 72.6% 13.7% 0.0% 0.0%

沼田 27.3% 4.0% 2.0% 1.0% 0.0% 0.0% 0.0% 19.2% 72.7% 1.0% 0.0%

桐生 18.5% 0.6% 0.0% 8.7% 0.6% 0.0% 0.0% 1.2% 0.0% 81.5% 7.5%

太田・館林 11.2% 0.4% 0.0% 5.4% 0.8% 0.0% 0.0% 1.6% 0.0% 3.1% 88.8%

出典：令和3年群馬県患者調査
※ 一般病床及び療養病床の入院患者のうち、以下の疾病分類（n=1,807、患者住所地が不詳のレコードを除く）を集計

「くも膜下出血」、「脳内出血」、「脳梗塞」、「脳動脈硬化（症）」、「その他の脳血管疾患」
※ 濃い黄色セル：自足率（圏域内に居住する患者のうち、同圏域内の医療機関にかかった割合）
※ 県内に居住する患者が県外の医療機関で受療した場合は、調査対象に含まれていない。
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患者の受療動向～ 〔脳卒中〕入院患者の流出状況②～
入院全体のうち救急搬送を契機とした入院

受療地
住所地 流出率 前橋 渋川 伊勢崎 高崎・安中 藤岡 富岡 吾妻 沼田 桐生 太田・館林

前橋 29.7% 70.3% 0.0% 20.3% 6.3% 0.0% 0.0% 0.0% 1.6% 1.6% 0.0%

渋川 77.8% 51.9% 22.2% 3.7% 11.1% 0.0% 0.0% 0.0% 11.1% 0.0% 0.0%

伊勢崎 8.6% 5.2% 0.0% 91.4% 1.7% 1.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

高崎・安中 22.6% 17.7% 0.0% 0.0% 77.4% 3.2% 1.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

藤岡 10.5% 0.0% 0.0% 0.0% 5.3% 89.5% 5.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

富岡 83.3% 0.0% 0.0% 0.0% 66.7% 16.7% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

吾妻 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 4.2% 0.0% 0.0% 66.7% 29.2% 0.0% 0.0%

沼田 18.8% 6.3% 0.0% 6.3% 0.0% 0.0% 0.0% 6.3% 81.3% 0.0% 0.0%

桐生 25.6% 0.0% 0.0% 16.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 74.4% 9.3%

太田・館林 8.5% 0.0% 0.0% 8.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 91.5%

出典：令和3年群馬県患者調査
※ 一般病床及び療養病床の入院患者（患者住所地が不詳のレコードを除く）のうち、救急搬入が「1 有」と回答された以下の疾病分類の患者（n=414）を集計

「くも膜下出血」、「脳内出血」、「脳梗塞」、「脳動脈硬化（症）」、「その他の脳血管疾患」
※ 濃い黄色セル：自足率（圏域内に居住する患者のうち、同圏域内の医療機関にかかった割合）
※ 県内に居住する患者が県外の医療機関で受療した場合は、調査対象に含まれていない。
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患者の受療動向～ 〔脳卒中〕入院患者の流出状況③～
入院全体のうち救急搬送を契機とした入院以外の入院

受療地
住所地 流出率 前橋 渋川 伊勢崎 高崎・安中 藤岡 富岡 吾妻 沼田 桐生 太田・館林

前橋 34.0% 66.0% 2.0% 5.4% 22.2% 0.0% 0.0% 3.0% 0.5% 0.5% 0.5%

渋川 64.8% 22.5% 35.2% 0.0% 25.4% 0.0% 0.0% 11.3% 5.6% 0.0% 0.0%

伊勢崎 28.3% 5.3% 0.0% 71.7% 8.8% 1.8% 0.0% 0.9% 0.0% 6.2% 5.3%

高崎・安中 14.7% 1.7% 0.6% 2.0% 85.3% 2.0% 2.6% 5.2% 0.6% 0.0% 0.0%

藤岡 32.4% 2.9% 0.0% 0.0% 23.5% 67.6% 0.0% 5.9% 0.0% 0.0% 0.0%

富岡 31.0% 0.0% 0.0% 2.4% 28.6% 0.0% 69.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

吾妻 24.5% 4.1% 12.2% 0.0% 2.0% 0.0% 0.0% 75.5% 6.1% 0.0% 0.0%

沼田 28.9% 3.6% 2.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 21.7% 71.1% 1.2% 0.0%

桐生 16.2% 0.8% 0.0% 6.2% 0.8% 0.0% 0.0% 1.5% 0.0% 83.8% 6.9%

太田・館林 12.3% 0.5% 0.0% 4.3% 1.1% 0.0% 0.0% 2.1% 0.0% 4.3% 87.7%

出典：令和3年群馬県患者調査
※ 一般病床及び療養病床の入院患者（患者住所地が不詳のレコードを除く）のうち、救急搬入が「2 無」と回答された患者（n=1,393）を集計

「くも膜下出血」、「脳内出血」、「脳梗塞」、「脳動脈硬化（症）」、「その他の脳血管疾患」
※ 濃い黄色セル：自足率（圏域内に居住する患者のうち、同圏域内の医療機関にかかった割合）
※ 県内に居住する患者が県外の医療機関で受療した場合は、調査対象に含まれていない。
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患者の受療動向～ 〔脳卒中〕入院患者の流入状況①～

入院全体

受療地
住所地

前橋 渋川 伊勢崎 高崎・安中 藤岡 富岡 吾妻 沼田 桐生 太田・館林

流入率 28.1% 35.4% 37.4% 27.9% 45.9% 26.8% 62.7% 23.4% 15.1% 24.4%

前橋 71.9% 8.3% 11.2% 10.3% 0.0% 0.0% 4.2% 2.1% 1.2% 0.3%

渋川 12.0% 64.6% 0.5% 4.4% 0.0% 0.0% 5.6% 7.4% 0.0% 0.0%

伊勢崎 3.6% 0.0% 62.6% 2.3% 4.1% 0.0% 0.7% 0.0% 4.2% 2.0%

高崎・安中 6.8% 4.2% 3.3% 72.1% 12.2% 24.4% 12.7% 2.1% 0.0% 0.0%

藤岡 0.4% 0.0% 0.0% 1.9% 54.1% 2.4% 1.4% 0.0% 0.0% 0.0%

富岡 0.0% 0.0% 0.5% 3.4% 1.4% 73.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

吾妻 0.8% 12.5% 0.0% 0.4% 0.0% 0.0% 37.3% 10.6% 0.0% 0.0%

沼田 1.6% 4.2% 0.5% 0.0% 0.0% 0.0% 13.4% 76.6% 0.6% 0.0%

桐生 0.4% 0.0% 7.0% 0.2% 0.0% 0.0% 1.4% 0.0% 84.9% 4.3%

太田・館林 0.4% 0.0% 6.5% 0.4% 0.0% 0.0% 2.8% 0.0% 4.8% 75.6%

県外 2.0% 6.3% 7.9% 4.6% 28.4% 0.0% 20.4% 1.1% 4.2% 17.8%

出典：令和3年群馬県患者調査
※ 一般病床及び療養病床の入院患者のうち、以下の疾病分類（n=1,807、患者住所地が不詳のレコードを除く）を集計

「くも膜下出血」、「脳内出血」、「脳梗塞」、「脳動脈硬化（症）」、「その他の脳血管疾患」
※ 濃い黄色セル：圏域内の医療機関にかかった患者のうち、同圏域内に居住する患者の割合
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患者の受療動向～ 〔脳卒中〕入院患者の流入状況②～

入院全体のうち救急搬送を契機とした入院

受療地
住所地 前橋 渋川 伊勢崎 高崎・安中 藤岡 富岡 吾妻 沼田 桐生 太田・館林

流入率 40.0% 0.0% 36.9% 25.0% 41.4% 66.7% 11.1% 45.8% 5.9% 15.6%

前橋 60.0% 0.0% 15.5% 6.3% 0.0% 0.0% 0.0% 4.2% 2.9% 0.0%

渋川 18.7% 100.0% 1.2% 4.7% 0.0% 0.0% 0.0% 12.5% 0.0% 0.0%

伊勢崎 4.0% 0.0% 63.1% 1.6% 3.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

高崎・安中 14.7% 0.0% 0.0% 75.0% 6.9% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

藤岡 0.0% 0.0% 0.0% 1.6% 58.6% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

富岡 0.0% 0.0% 0.0% 6.3% 3.4% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

吾妻 0.0% 0.0% 0.0% 1.6% 0.0% 0.0% 88.9% 29.2% 0.0% 0.0%

沼田 1.3% 0.0% 1.2% 0.0% 0.0% 0.0% 5.6% 54.2% 0.0% 0.0%

桐生 0.0% 0.0% 8.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 94.1% 5.2%

太田・館林 0.0% 0.0% 7.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 84.4%

県外 1.3% 0.0% 3.6% 3.1% 27.6% 0.0% 5.6% 0.0% 2.9% 10.4%

出典：令和3年群馬県患者調査
※ 一般病床及び療養病床の入院患者（患者住所地が不詳のレコードを除く）のうち、救急搬入が「1 有」と回答された以下の疾病分類の患者（n=414）を集計

「くも膜下出血」、「脳内出血」、「脳梗塞」、「脳動脈硬化（症）」、「その他の脳血管疾患」
※ 濃い黄色セル：圏域内の医療機関にかかった患者のうち、同圏域内に居住する患者の割合
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患者の受療動向～ 〔脳卒中〕入院患者の流入状況③～

入院全体のうち救急搬送を契機とした入院以外の入院
受療地

住所地 前橋 渋川 伊勢崎 高崎・安中 藤岡 富岡 吾妻 沼田 桐生 太田・館林

流入率 23.0% 40.5% 37.7% 28.4% 48.9% 23.7% 70.2% 15.7% 17.4% 27.4%

前橋 77.0% 9.5% 8.5% 10.9% 0.0% 0.0% 4.8% 1.4% 0.8% 0.4%

渋川 9.2% 59.5% 0.0% 4.4% 0.0% 0.0% 6.5% 5.7% 0.0% 0.0%

伊勢崎 3.4% 0.0% 62.3% 2.4% 4.4% 0.0% 0.8% 0.0% 5.3% 2.7%

高崎・安中 3.4% 4.8% 5.4% 71.6% 15.6% 23.7% 14.5% 2.9% 0.0% 0.0%

藤岡 0.6% 0.0% 0.0% 1.9% 51.1% 0.0% 1.6% 0.0% 0.0% 0.0%

富岡 0.0% 0.0% 0.8% 2.9% 0.0% 76.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

吾妻 1.1% 14.3% 0.0% 0.2% 0.0% 0.0% 29.8% 4.3% 0.0% 0.0%

沼田 1.7% 4.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 14.5% 84.3% 0.8% 0.0%

桐生 0.6% 0.0% 6.2% 0.2% 0.0% 0.0% 1.6% 0.0% 82.6% 4.0%

太田・館林 0.6% 0.0% 6.2% 0.5% 0.0% 0.0% 3.2% 0.0% 6.1% 72.6%

県外 2.3% 7.1% 10.8% 4.9% 28.9% 0.0% 22.6% 1.4% 4.5% 20.4%

出典：令和3年群馬県患者調査
※ 一般病床及び療養病床の入院患者（患者住所地が不詳のレコードを除く）のうち、救急搬入が「2 無」と回答された以下の疾病分類の患者（n=1,393）を集計

「くも膜下出血」、「脳内出血」、「脳梗塞」、「脳動脈硬化（症）」、「その他の脳血管疾患」
※ 濃い黄色セル：圏域内の医療機関にかかった患者のうち、同圏域内に居住する患者の割合 64



出典： 厚生労働省「DPC導入の影響評価に係る調査「退院患者調査」」
※ 集計対象は、調査対象施設のうち「一般病棟グループ」の病棟において退院又は転棟した患者（調査年4月から翌年3月）。一般病棟グループからそれ以外の病棟に移動した患者等は集計対象外。10症例未満はオープンデータ上秘匿される。
※ 「一般病棟グループ」とは、一般病棟入院基本料（7対1、10対1、13対1、15対1）、特定機能病院入院基本料（一般）、専門病院入院基本料（7対1、10対1、13対1）、救命救急入院料、特定集中治療室管理料、ハイケアユニット入院医

療管理料、脳卒中ケアユニット入院医療管理料、小児特定集中治療室管理料、新生児特定集中治療室管理料、総合周産期特定集中治療室管理料、新生児治療回復室入院医療管理料、一類感染症患者入院医療管理料、小児入院医療管理料、短期
滞在手術等基本料（3のみ）を算定する病棟（一部病床）をいう。なお、救急患者として受け入れた患者が、処置室、手術室等において死亡した場合で、当該保険医療機関が救急医療を担う施設として確保することとされている専用病床に入
院したものとみなされるもの（死亡時の1日分の入院料等を算定するもの）も含む。

入院診療実績～〔脳卒中〕DPC病院の入院患者数～ 県全体
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出典： 厚生労働省「DPC導入の影響評価に係る調査「退院患者調査」」
※ 集計対象は、調査対象施設のうち「一般病棟グループ」の病棟において退院又は転棟した患者（調査年4月から翌年3月）。一般病棟グループからそれ以外の病棟に移動した患者等は集計対象外。10症例未満はオープンデータ上秘匿される。
※ 「一般病棟グループ」とは、一般病棟入院基本料（7対1、10対1、13対1、15対1）、特定機能病院入院基本料（一般）、専門病院入院基本料（7対1、10対1、13対1）、救命救急入院料、特定集中治療室管理料、ハイケアユニット入院医

療管理料、脳卒中ケアユニット入院医療管理料、小児特定集中治療室管理料、新生児特定集中治療室管理料、総合周産期特定集中治療室管理料、新生児治療回復室入院医療管理料、一類感染症患者入院医療管理料、小児入院医療管理料、短期
滞在手術等基本料（3のみ）を算定する病棟（一部病床）をいう。なお、救急患者として受け入れた患者が、処置室、手術室等において死亡した場合で、当該保険医療機関が救急医療を担う施設として確保することとされている専用病床に入
院したものとみなされるもの（死亡時の1日分の入院料等を算定するもの）も含む。

※ 調査対象施設のうち各年全てのデータが0件の病院または10件未満で秘匿されている病院は表示していない。

入院診療実績～ 〔脳卒中〕DPC病院の入院患者数～ 沼田
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入院診療実績～ 〔脳卒中〕DPC病院の入院患者数～ 前橋

出典： 厚生労働省「DPC導入の影響評価に係る調査「退院患者調査」」
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出典： 厚生労働省「DPC導入の影響評価に係る調査「退院患者調査」」
※ 集計対象は、調査対象施設のうち「一般病棟グループ」の病棟において退院又は転棟した患者（調査年4月から翌年3月）。一般病棟グループからそれ以外の病棟に移動した患者等は集計対象外。10症例未満はオープンデータ上秘匿される。
※ 「一般病棟グループ」とは、一般病棟入院基本料（7対1、10対1、13対1、15対1）、特定機能病院入院基本料（一般）、専門病院入院基本料（7対1、10対1、13対1）、救命救急入院料、特定集中治療室管理料、ハイケアユニット入院医

療管理料、脳卒中ケアユニット入院医療管理料、小児特定集中治療室管理料、新生児特定集中治療室管理料、総合周産期特定集中治療室管理料、新生児治療回復室入院医療管理料、一類感染症患者入院医療管理料、小児入院医療管理料、短期
滞在手術等基本料（3のみ）を算定する病棟（一部病床）をいう。なお、救急患者として受け入れた患者が、処置室、手術室等において死亡した場合で、当該保険医療機関が救急医療を担う施設として確保することとされている専用病床に入
院したものとみなされるもの（死亡時の1日分の入院料等を算定するもの）も含む。

※ 調査対象施設のうち各年全てのデータが0件の病院または10件未満で秘匿されている病院は表示していない。

入院診療実績～ 〔脳卒中〕DPC病院の入院患者数～ 渋川
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出典： 厚生労働省「DPC導入の影響評価に係る調査「退院患者調査」」
※ 集計対象は、調査対象施設のうち「一般病棟グループ」の病棟において退院又は転棟した患者（調査年4月から翌年3月）。一般病棟グループからそれ以外の病棟に移動した患者等は集計対象外。10症例未満はオープンデータ上秘匿される。
※ 「一般病棟グループ」とは、一般病棟入院基本料（7対1、10対1、13対1、15対1）、特定機能病院入院基本料（一般）、専門病院入院基本料（7対1、10対1、13対1）、救命救急入院料、特定集中治療室管理料、ハイケアユニット入院医

療管理料、脳卒中ケアユニット入院医療管理料、小児特定集中治療室管理料、新生児特定集中治療室管理料、総合周産期特定集中治療室管理料、新生児治療回復室入院医療管理料、一類感染症患者入院医療管理料、小児入院医療管理料、短期
滞在手術等基本料（3のみ）を算定する病棟（一部病床）をいう。なお、救急患者として受け入れた患者が、処置室、手術室等において死亡した場合で、当該保険医療機関が救急医療を担う施設として確保することとされている専用病床に入
院したものとみなされるもの（死亡時の1日分の入院料等を算定するもの）も含む。

※ 調査対象施設のうち各年全てのデータが0件の病院または10件未満で秘匿されている病院は表示していない。

入院診療実績～ 〔脳卒中〕DPC病院の入院患者数～ 伊勢崎
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出典： 厚生労働省「DPC導入の影響評価に係る調査「退院患者調査」」
※ 集計対象は、調査対象施設のうち「一般病棟グループ」の病棟において退院又は転棟した患者（調査年4月から翌年3月）。一般病棟グループからそれ以外の病棟に移動した患者等は集計対象外。10症例未満はオープンデータ上秘匿される。
※ 「一般病棟グループ」とは、一般病棟入院基本料（7対1、10対1、13対1、15対1）、特定機能病院入院基本料（一般）、専門病院入院基本料（7対1、10対1、13対1）、救命救急入院料、特定集中治療室管理料、ハイケアユニット入院医

療管理料、脳卒中ケアユニット入院医療管理料、小児特定集中治療室管理料、新生児特定集中治療室管理料、総合周産期特定集中治療室管理料、新生児治療回復室入院医療管理料、一類感染症患者入院医療管理料、小児入院医療管理料、短期
滞在手術等基本料（3のみ）を算定する病棟（一部病床）をいう。なお、救急患者として受け入れた患者が、処置室、手術室等において死亡した場合で、当該保険医療機関が救急医療を担う施設として確保することとされている専用病床に入
院したものとみなされるもの（死亡時の1日分の入院料等を算定するもの）も含む。

※ 調査対象施設のうち各年全てのデータが0件の病院または10件未満で秘匿されている病院は表示していない。

入院診療実績～ 〔脳卒中〕DPC病院の入院患者数～ 高崎・安中
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〔脳卒中〕まとめ

脳卒中に関する将来の医療需要のトレンドについて、 2015年か
ら 2040年にかけて、今後医療需要が減少（2015年から2030年
頃かけて約5％増加するが、その後2040年にかけて約8％減少）
することが見込まれる。
※ トレンドの把握に当たっては、国のワーキンググループの報告にも留意する必要がある。

沼田保健医療圏の患者の受療動向について、自足率は約72.7％
で、吾妻に20％程度入院患者が流出している一方、救急搬送を
契機とした入院の自足率は81.3％と高くなる。また、他圏域か
らの流入率は23.4％だが、救急搬送を契機とした入院となると
流入率は45.8％と高くなり、主に、吾妻、渋川から流入してい
る。

脳卒中の診療実績について、入院患者への対応は、沼田脳外で実
績が多く、特定の病院に集中している傾向がある。
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心疾患
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出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計）」、群馬県の年齢別人口-平成27年国勢調査結果-（平成27年10月1日現在）
平成27年群馬県患者調査

※ 入院医療需要の推計は、一般病床及び療養病床における県全体の以下の疾患分類の性・年齢階級別の入院受療率（医療機関所在地ベース）を算出した上で、各保健医療圏ごとの将来の
人口推計を掛け合わせて算出。

「虚血性心疾患」、「その他の心疾患」
※ 2015年の患者数を100として、各年の患者数を換算したもの。各年齢層の値は四捨五入しているため、合計と一致しない場合がある



患者の受療動向～〔心疾患〕入院患者の流出状況①～
入院全体

出典：令和3年群馬県患者調査
※ 一般病床及び療養病床の入院患者のうち、以下の疾患分類（n=901、患者住所地が不詳のレコードを除く）を集計

「虚血性心疾患」、「その他の心疾患」
※ 濃い黄色セル：自足率（圏域内に居住する患者のうち、同圏域内の医療機関にかかった割合）
※ 県内に居住する患者が県外の医療機関で受療した場合は、調査対象に含まれていない。

受療地
住所地 流出率 前橋 渋川 伊勢崎 高崎・安中 藤岡 富岡 吾妻 沼田 桐生 太田・館林

前橋 16.7% 83.3% 4.5% 0.6% 9.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.6% 1.3% 0.0%

渋川 36.8% 17.5% 63.2% 0.0% 15.8% 0.0% 0.0% 0.0% 3.5% 0.0% 0.0%

伊勢崎 23.4% 17.0% 0.0% 76.6% 5.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.1%

高崎・安中 22.2% 11.1% 1.2% 0.6% 77.8% 3.1% 5.6% 0.0% 0.0% 0.6% 0.0%

藤岡 32.5% 7.5% 5.0% 0.0% 15.0% 67.5% 5.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

富岡 22.6% 3.2% 0.0% 3.2% 12.9% 3.2% 77.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

吾妻 48.6% 13.5% 27.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 51.4% 8.1% 0.0% 0.0%

沼田 15.4% 10.3% 2.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.6% 84.6% 0.0% 0.0%

桐生 27.5% 17.6% 1.0% 1.0% 1.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 72.5% 6.9%

太田・館林 15.2% 6.5% 0.7% 2.9% 0.0% 0.0% 0.7% 0.0% 0.0% 4.3% 84.8%

74



患者の受療動向～〔心疾患〕入院患者の流出状況②～
入院全体のうち救急搬送を契機とした入院

出典：令和3年群馬県患者調査
※ 一般病床及び療養病床の入院患者（患者住所地が不詳のレコードを除く）のうち、救急搬入が「1 有」と回答された以下の疾病分類の患者（n=237）を集計

「虚血性心疾患」、「その他の心疾患」
※ 濃い黄色セル：自足率（圏域内に居住する患者のうち、同圏域内の医療機関にかかった割合）
※ 県内に居住する患者が県外の医療機関で受療した場合は、調査対象に含まれていない。

受療地
住所地 流出率 前橋 渋川 伊勢崎 高崎・安中 藤岡 富岡 吾妻 沼田 桐生 太田・館林

前橋 16.7% 83.3% 5.6% 0.0% 5.6% 0.0% 0.0% 0.0% 2.8% 2.8% 0.0%

渋川 18.8% 6.3% 81.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 12.5% 0.0% 0.0%

伊勢崎 10.3% 6.9% 0.0% 89.7% 3.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

高崎・安中 18.6% 7.0% 2.3% 2.3% 81.4% 4.7% 2.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

藤岡 38.5% 7.7% 7.7% 0.0% 15.4% 61.5% 7.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

富岡 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 80.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

吾妻 60.0% 10.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 40.0% 30.0% 0.0% 0.0%

沼田 6.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 6.7% 93.3% 0.0% 0.0%

桐生 22.7% 9.1% 4.5% 4.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 77.3% 4.5%

太田・館林 8.1% 2.7% 0.0% 2.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.7% 91.9%
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患者の受療動向～〔心疾患〕入院患者の流出状況③～
入院全体のうち救急搬送を契機とした入院以外の入院

出典：令和3年群馬県患者調査
※ 一般病床及び療養病床の入院患者（患者住所地が不詳のレコードを除く）のうち、救急搬入が「2 無」と回答された以下の疾病分類の患者（n=664）を集計

「虚血性心疾患」、「その他の心疾患」
※ 濃い黄色セル：自足率（圏域内に居住する患者のうち、同圏域内の医療機関にかかった割合）
※ 県内に居住する患者が県外の医療機関で受療した場合は、調査対象に含まれていない。

受療地
住所地 流出率 前橋 渋川 伊勢崎 高崎・安中 藤岡 富岡 吾妻 沼田 桐生 太田・館林

前橋 16.7% 83.3% 4.2% 0.8% 10.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.8% 0.0%

渋川 43.9% 22.0% 56.1% 0.0% 22.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

伊勢崎 29.2% 21.5% 0.0% 70.8% 6.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.5%

高崎・安中 23.5% 12.6% 0.8% 0.0% 76.5% 2.5% 6.7% 0.0% 0.0% 0.8% 0.0%

藤岡 29.6% 7.4% 3.7% 0.0% 14.8% 70.4% 3.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

富岡 23.1% 3.8% 0.0% 3.8% 15.4% 0.0% 76.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

吾妻 44.4% 14.8% 29.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 55.6% 0.0% 0.0% 0.0%

沼田 20.8% 16.7% 4.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 79.2% 0.0% 0.0%

桐生 28.8% 20.0% 0.0% 0.0% 1.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 71.3% 7.5%

太田・館林 17.8% 7.9% 1.0% 3.0% 0.0% 0.0% 1.0% 0.0% 0.0% 5.0% 82.2%
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患者の受療動向～〔心疾患〕入院患者の流入状況①～

入院全体

出典：令和3年群馬県患者調査
※ 一般病床及び療養病床の入院患者のうち、以下の疾病分類（n=901、患者住所地が不詳のレコードを除く）を集計

「虚血性心疾患」、「その他の心疾患」
※ 濃い黄色セル：圏域内の医療機関にかかった患者のうち、同圏域内に居住する患者の割合

受療地
住所地 前橋 渋川 伊勢崎 高崎・安中 藤岡 富岡 吾妻 沼田 桐生 太田・館林

流入率 42.7% 40.0% 12.2% 26.3% 37.2% 35.1% 17.4% 17.5% 10.8% 13.3%

前橋 57.3% 11.7% 1.2% 8.8% 0.0% 0.0% 0.0% 2.5% 2.4% 0.0%

渋川 4.4% 60.0% 0.0% 5.3% 0.0% 0.0% 0.0% 5.0% 0.0% 0.0%

伊勢崎 7.0% 0.0% 87.8% 2.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.7%

高崎・安中 7.9% 3.3% 1.2% 73.7% 11.6% 24.3% 0.0% 0.0% 1.2% 0.0%

藤岡 1.3% 3.3% 0.0% 3.5% 62.8% 5.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

富岡 0.4% 0.0% 1.2% 2.3% 2.3% 64.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

吾妻 2.2% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 82.6% 7.5% 0.0% 0.0%

沼田 1.8% 1.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.3% 82.5% 0.0% 0.0%

桐生 7.9% 1.7% 1.2% 0.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 89.2% 5.2%

太田・館林 4.0% 1.7% 4.9% 0.0% 0.0% 2.7% 0.0% 0.0% 7.2% 86.7%

県外 5.7% 0.0% 2.4% 2.9% 23.3% 2.7% 13.0% 2.5% 0.0% 7.4%
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患者の受療動向～〔心疾患〕入院患者の流入状況②～
入院全体のうち救急搬送を契機とした入院

受療地
住所地

前橋 渋川 伊勢崎 高崎・安中 藤岡 富岡 吾妻 沼田 桐生 太田・館林

流入率 30.2% 35.0% 16.1% 14.6% 38.5% 33.3% 20.0% 33.3% 10.5% 10.5%

前橋 69.8% 10.0% 0.0% 4.9% 0.0% 0.0% 0.0% 4.8% 5.3% 0.0%

渋川 2.3% 65.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 9.5% 0.0% 0.0%

伊勢崎 4.7% 0.0% 83.9% 2.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

高崎・安中 7.0% 5.0% 3.2% 85.4% 15.4% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

藤岡 2.3% 5.0% 0.0% 4.9% 61.5% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

富岡 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 7.7% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

吾妻 2.3% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 80.0% 14.3% 0.0% 0.0%

沼田 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 66.7% 0.0% 0.0%

桐生 4.7% 5.0% 3.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 89.5% 2.6%

太田・館林 2.3% 0.0% 3.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.3% 89.5%

県外 4.7% 0.0% 6.5% 2.4% 15.4% 0.0% 0.0% 4.8% 0.0% 7.9%

出典：令和3年群馬県患者調査
※ 一般病床及び療養病床の入院患者（患者住所地が不詳のレコードを除く）のうち、救急搬入が「1 有」と回答された以下の疾病分類の患者（n=237）を集計

「虚血性心疾患」、「その他の心疾患」
※ 濃い黄色セル：圏域内の医療機関にかかった患者のうち、同圏域内に居住する患者の割合
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患者の受療動向～〔心疾患〕入院患者の流入状況③～
入院全体のうち救急搬送を契機とした入院以外の入院

受療地
住所地 前橋 渋川 伊勢崎 高崎・安中 藤岡 富岡 吾妻 沼田 桐生 太田・館林

流入率 45.7% 42.5% 9.8% 30.0% 36.7% 35.5% 16.7% 0.0% 10.9% 14.4%

前橋 54.3% 12.5% 2.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.6% 0.0%

渋川 4.9% 57.5% 0.0% 6.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

伊勢崎 7.6% 0.0% 90.2% 3.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.0%

高崎・安中 8.2% 2.5% 0.0% 70.0% 10.0% 25.8% 0.0% 0.0% 1.6% 0.0%

藤岡 1.1% 2.5% 0.0% 3.1% 63.3% 3.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

富岡 0.5% 0.0% 2.0% 3.1% 0.0% 64.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

吾妻 2.2% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 83.3% 0.0% 0.0% 0.0%

沼田 2.2% 2.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

桐生 8.7% 0.0% 0.0% 0.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 89.1% 6.2%

太田・館林 4.3% 2.5% 5.9% 0.0% 0.0% 3.2% 0.0% 0.0% 7.8% 85.6%

県外 6.0% 0.0% 0.0% 3.1% 26.7% 3.2% 16.7% 0.0% 0.0% 7.2%

出典：令和3年群馬県患者調査
※ 一般病床及び療養病床の入院患者（患者住所地が不詳のレコードを除く）のうち、救急搬入が「2 無」と回答された以下の疾病分類委の患者（n=664）を集計

「虚血性心疾患」、「その他の心疾患」
※ 濃い黄色セル：圏域内の医療機関にかかった患者のうち、同圏域内に居住する患者の割合
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入院診療実績～〔心疾患〕DPC病院の入院患者数～ 県全体

80

出典： 厚生労働省「DPC導入の影響評価に係る調査「退院患者調査」」
※ 集計対象は、調査対象施設のうち「一般病棟グループ」の病棟において退院又は転棟した患者（調査年4月から翌年3月）。一般病棟グループからそれ以外の病棟に移動した患者等は集計対象外。10症例未満はオープンデータ上秘匿される。
※ 「一般病棟グループ」とは、一般病棟入院基本料（7対1、10対1、13対1、15対1）、特定機能病院入院基本料（一般）、専門病院入院基本料（7対1、10対1、13対1）、救命救急入院料、特定集中治療室管理料、ハイケアユニット入院医

療管理料、脳卒中ケアユニット入院医療管理料、小児特定集中治療室管理料、新生児特定集中治療室管理料、総合周産期特定集中治療室管理料、新生児治療回復室入院医療管理料、一類感染症患者入院医療管理料、小児入院医療管理料、短期
滞在手術等基本料（3のみ）を算定する病棟（一部病床）をいう。なお、救急患者として受け入れた患者が、処置室、手術室等において死亡した場合で、当該保険医療機関が救急医療を担う施設として確保することとされている専用病床に入
院したものとみなされるもの（死亡時の1日分の入院料等を算定するもの）も含む。



入院診療実績～〔心疾患〕DPC病院の入院患者数～ 沼田
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出典： 厚生労働省「DPC導入の影響評価に係る調査「退院患者調査」」
※ 集計対象は、調査対象施設のうち「一般病棟グループ」の病棟において退院又は転棟した患者（調査年4月から翌年3月）。一般病棟グループからそれ以外の病棟に移動した患者等は集計対象外。10症例未満はオープンデータ上秘匿される。
※ 「一般病棟グループ」とは、一般病棟入院基本料（7対1、10対1、13対1、15対1）、特定機能病院入院基本料（一般）、専門病院入院基本料（7対1、10対1、13対1）、救命救急入院料、特定集中治療室管理料、ハイケアユニット入院医

療管理料、脳卒中ケアユニット入院医療管理料、小児特定集中治療室管理料、新生児特定集中治療室管理料、総合周産期特定集中治療室管理料、新生児治療回復室入院医療管理料、一類感染症患者入院医療管理料、小児入院医療管理料、短期
滞在手術等基本料（3のみ）を算定する病棟（一部病床）をいう。なお、救急患者として受け入れた患者が、処置室、手術室等において死亡した場合で、当該保険医療機関が救急医療を担う施設として確保することとされている専用病床に入
院したものとみなされるもの（死亡時の1日分の入院料等を算定するもの）も含む。

※ 調査対象施設のうち各年全てのデータが0件の病院または10件未満で秘匿されている病院は表示していない。



入院診療実績～〔心疾患〕DPC病院の入院患者数～ 前橋
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出典： 厚生労働省「DPC導入の影響評価に係る調査「退院患者調査」」
※ 集計対象は、調査対象施設のうち「一般病棟グループ」の病棟において退院又は転棟した患者（調査年4月から翌年3月）。一般病棟グループからそれ以外の病棟に移動した患者等は集計対象外。10症例未満はオープンデータ上秘匿される。
※ 「一般病棟グループ」とは、一般病棟入院基本料（7対1、10対1、13対1、15対1）、特定機能病院入院基本料（一般）、専門病院入院基本料（7対1、10対1、13対1）、救命救急入院料、特定集中治療室管理料、ハイケアユニット入院医

療管理料、脳卒中ケアユニット入院医療管理料、小児特定集中治療室管理料、新生児特定集中治療室管理料、総合周産期特定集中治療室管理料、新生児治療回復室入院医療管理料、一類感染症患者入院医療管理料、小児入院医療管理料、短期
滞在手術等基本料（3のみ）を算定する病棟（一部病床）をいう。なお、救急患者として受け入れた患者が、処置室、手術室等において死亡した場合で、当該保険医療機関が救急医療を担う施設として確保することとされている専用病床に入
院したものとみなされるもの（死亡時の1日分の入院料等を算定するもの）も含む。

※ 調査対象施設のうち各年全てのデータが0件の病院または10件未満で秘匿されている病院は表示していない。



入院診療実績～〔心疾患〕DPC病院の入院患者数～ 渋川
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出典： 厚生労働省「DPC導入の影響評価に係る調査「退院患者調査」」
※ 集計対象は、調査対象施設のうち「一般病棟グループ」の病棟において退院又は転棟した患者（調査年4月から翌年3月）。一般病棟グループからそれ以外の病棟に移動した患者等は集計対象外。10症例未満はオープンデータ上秘匿される。
※ 「一般病棟グループ」とは、一般病棟入院基本料（7対1、10対1、13対1、15対1）、特定機能病院入院基本料（一般）、専門病院入院基本料（7対1、10対1、13対1）、救命救急入院料、特定集中治療室管理料、ハイケアユニット入院医

療管理料、脳卒中ケアユニット入院医療管理料、小児特定集中治療室管理料、新生児特定集中治療室管理料、総合周産期特定集中治療室管理料、新生児治療回復室入院医療管理料、一類感染症患者入院医療管理料、小児入院医療管理料、短期
滞在手術等基本料（3のみ）を算定する病棟（一部病床）をいう。なお、救急患者として受け入れた患者が、処置室、手術室等において死亡した場合で、当該保険医療機関が救急医療を担う施設として確保することとされている専用病床に入
院したものとみなされるもの（死亡時の1日分の入院料等を算定するもの）も含む。

※ 調査対象施設のうち各年全てのデータが0件の病院または10件未満で秘匿されている病院は表示していない。



入院診療実績～〔心疾患〕DPC病院の入院患者数～ 高崎・安中
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出典： 厚生労働省「DPC導入の影響評価に係る調査「退院患者調査」」
※ 集計対象は、調査対象施設のうち「一般病棟グループ」の病棟において退院又は転棟した患者（調査年4月から翌年3月）。一般病棟グループからそれ以外の病棟に移動した患者等は集計対象外。10症例未満はオープンデータ上秘匿される。
※ 「一般病棟グループ」とは、一般病棟入院基本料（7対1、10対1、13対1、15対1）、特定機能病院入院基本料（一般）、専門病院入院基本料（7対1、10対1、13対1）、救命救急入院料、特定集中治療室管理料、ハイケアユニット入院医

療管理料、脳卒中ケアユニット入院医療管理料、小児特定集中治療室管理料、新生児特定集中治療室管理料、総合周産期特定集中治療室管理料、新生児治療回復室入院医療管理料、一類感染症患者入院医療管理料、小児入院医療管理料、短期
滞在手術等基本料（3のみ）を算定する病棟（一部病床）をいう。なお、救急患者として受け入れた患者が、処置室、手術室等において死亡した場合で、当該保険医療機関が救急医療を担う施設として確保することとされている専用病床に入
院したものとみなされるもの（死亡時の1日分の入院料等を算定するもの）も含む。

※ 調査対象施設のうち各年全てのデータが0件の病院または10件未満で秘匿されている病院は表示していない。



入院診療実績～〔心疾患〕DPC病院の入院患者数～ 桐生
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出典： 厚生労働省「DPC導入の影響評価に係る調査「退院患者調査」」
※ 集計対象は、調査対象施設のうち「一般病棟グループ」の病棟において退院又は転棟した患者（調査年4月から翌年3月）。一般病棟グループからそれ以外の病棟に移動した患者等は集計対象外。10症例未満はオープンデータ上秘匿される。
※ 「一般病棟グループ」とは、一般病棟入院基本料（7対1、10対1、13対1、15対1）、特定機能病院入院基本料（一般）、専門病院入院基本料（7対1、10対1、13対1）、救命救急入院料、特定集中治療室管理料、ハイケアユニット入院医

療管理料、脳卒中ケアユニット入院医療管理料、小児特定集中治療室管理料、新生児特定集中治療室管理料、総合周産期特定集中治療室管理料、新生児治療回復室入院医療管理料、一類感染症患者入院医療管理料、小児入院医療管理料、短期
滞在手術等基本料（3のみ）を算定する病棟（一部病床）をいう。なお、救急患者として受け入れた患者が、処置室、手術室等において死亡した場合で、当該保険医療機関が救急医療を担う施設として確保することとされている専用病床に入
院したものとみなされるもの（死亡時の1日分の入院料等を算定するもの）も含む。

※ 調査対象施設のうち各年全てのデータが0件の病院または10件未満で秘匿されている病院は表示していない。



〔心疾患〕まとめ

心疾患に関する将来の医療需要のトレンドについて、 2015年か
ら 2040年にかけて、今後医療需要が減少（2015年から2030年
頃にかけて約6％増加するが、その後2040年にかけて約7％減
少）することが見込まれる。
※ トレンドの把握に当たっては、国のワーキンググループの報告にも留意する必要がある。

沼田保健医療圏の患者の受療動向について、自足率は84.6％で、
渋川、前橋、吾妻に約15％流出しているが、救急搬送を契機と
した入院の自足率93.3％と高い。他方、他圏域からの流入率は
17.5％と高くないが、救急搬送を契機とした入院となると流入
率が33.3％となり、主に吾妻、渋川から流入している。

心疾患の診療実績について、入院患者への対応は、沼田脳外を中
心に受け入れており、心筋梗塞や狭心症の入院患者への対応は、
沼田脳外、利根中で、心不全は比較的幅広い病院で対応している。
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肺炎
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将来の医療需要等～〔肺炎〕入院医療需要の推計結果～ 沼田
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出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計）」、群馬県の年齢別人口-平成27年国勢調査結果-（平成27年10月1日現在）
平成27年群馬県患者調査

※ 入院医療需要の推計は、一般病床及び療養病床における県全体の「肺炎」の疾患分類の性・年齢階級別の入院受療率（医療機関所在地ベース）を算出した上で、各保健医療圏ごとの将来
の人口推計を掛け合わせて算出。

※ 2015年の患者数を100として、各年の患者数を換算したもの。各年齢層の値は四捨五入しているため、合計と一致しない場合がある



患者の受療動向～〔肺炎〕入院患者の流出状況①～

入院全体
受療地

住所地 流出率 前橋 渋川 伊勢崎 高崎・安中 藤岡 富岡 吾妻 沼田 桐生 太田・館林

前橋 15.7% 84.3% 4.3% 2.9% 5.7% 0.0% 0.0% 0.0% 1.4% 1.4% 0.0%

渋川 29.3% 19.5% 70.7% 0.0% 4.9% 0.0% 0.0% 2.4% 2.4% 0.0% 0.0%

伊勢崎 10.3% 3.4% 3.4% 89.7% 3.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

高崎・安中 2.7% 2.0% 0.0% 0.0% 97.3% 0.0% 0.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

藤岡 7.7% 0.0% 0.0% 0.0% 3.8% 92.3% 3.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

富岡 35.3% 0.0% 0.0% 0.0% 35.3% 0.0% 64.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

吾妻 16.7% 8.3% 4.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 83.3% 0.0% 0.0% 4.2%

沼田 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

桐生 12.5% 3.6% 0.0% 1.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 87.5% 7.1%

太田・館林 18.9% 3.8% 0.0% 14.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.9% 81.1%

出典：令和3年群馬県患者調査
※ 一般病床及び療養病床の入院患者のうち、「肺炎」の疾病分類（n=636、患者住所地が不詳のレコードを除く）を集計
※ 濃い黄色セル：自足率（圏域内に居住する患者のうち、同圏域内の医療機関にかかった割合）
※ 県内に居住する患者が県外の医療機関で受療した場合は、調査対象に含まれていない。
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患者の受療動向～〔肺炎〕入院患者の流出状況②～

入院全体のうち救急搬送を契機とした入院
受療地

住所地 流出率 前橋 渋川 伊勢崎 高崎・安中 藤岡 富岡 吾妻 沼田 桐生 太田・館林

前橋 20.0% 80.0% 6.7% 6.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 6.7% 0.0%

渋川 22.2% 11.1% 77.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 11.1% 0.0% 0.0%

伊勢崎 3.8% 0.0% 3.8% 96.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

高崎・安中 10.3% 6.9% 0.0% 0.0% 89.7% 0.0% 3.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

藤岡 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

富岡 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 66.7% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

吾妻 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

沼田 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

桐生 9.1% 9.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 90.9% 0.0%

太田・館林 23.3% 6.7% 0.0% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 76.7%

出典：令和3年群馬県患者調査
※ 一般病床及び療養病床の入院患者（患者住所地が不詳のレコードを除く）のうち、救急搬入が「1 有」と回答された「肺炎」の疾病分類の患者（n=146）を集計
※ 濃い黄色セル：自足率（圏域内に居住する患者のうち、同圏域内の医療機関にかかった割合）
※ 県内に居住する患者が県外の医療機関で受療した場合は、調査対象に含まれていない。

90



患者の受療動向～〔肺炎〕入院患者の流出状況③～

入院全体のうち救急搬送を契機とした入院以外の入院
受療地

住所地 流出率 前橋 渋川 伊勢崎 高崎・安中藤岡 富岡 吾妻 沼田 桐生 太田・館林

前橋 14.5% 85.5% 3.6% 1.8% 7.3% 0.0% 0.0% 0.0% 1.8% 0.0% 0.0%

渋川 31.3% 21.9% 68.8% 0.0% 6.3% 0.0% 0.0% 3.1% 0.0% 0.0% 0.0%

伊勢崎 15.6% 6.3% 3.1% 84.4% 6.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

高崎・安中 0.8% 0.8% 0.0% 0.0% 99.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

藤岡 10.5% 0.0% 0.0% 0.0% 5.3% 89.5% 5.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

富岡 28.6% 0.0% 0.0% 0.0% 28.6% 0.0% 71.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

吾妻 20.0% 10.0% 5.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 80.0% 0.0% 0.0% 5.0%

沼田 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

桐生 13.3% 2.2% 0.0% 2.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 86.7% 8.9%

太田・館林 17.1% 2.6% 0.0% 13.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.3% 82.9%

出典：令和3年群馬県患者調査
※ 一般病床及び療養病床の入院患者（患者住所地が不詳のレコードを除く）のうち、救急搬入が「2 無」と回答された「肺炎」の疾病分類の患者（n=490）を集計
※ 濃い黄色セル：自足率（圏域内に居住する患者のうち、同圏域内の医療機関にかかった割合）
※ 県内に居住する患者が県外の医療機関で受療した場合は、調査対象に含まれていない。

91



患者の受療動向～〔肺炎〕入院患者の流入状況①～

入院全体

受療地
住所地

前橋 渋川 伊勢崎 高崎・安中 藤岡 富岡 吾妻 沼田 桐生 太田・館林

流入率 28.0% 19.4% 29.7% 14.4% 20.0% 15.4% 9.1% 5.3% 14.0% 12.2%

前橋 72.0% 8.3% 2.7% 2.4% 0.0% 0.0% 0.0% 1.8% 1.8% 0.0%

渋川 9.8% 80.6% 0.0% 1.2% 0.0% 0.0% 4.5% 1.8% 0.0% 0.0%

伊勢崎 2.4% 5.6% 70.3% 1.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

高崎・安中 3.7% 0.0% 0.0% 85.6% 0.0% 7.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

藤岡 0.0% 0.0% 0.0% 0.6% 80.0% 7.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

富岡 0.0% 0.0% 0.0% 3.6% 0.0% 84.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

吾妻 2.4% 2.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 90.9% 0.0% 0.0% 1.0%

沼田 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 94.7% 0.0% 0.0%

桐生 2.4% 0.0% 1.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 86.0% 4.1%

太田・館林 4.9% 0.0% 20.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.8% 87.8%

県外 2.4% 2.8% 5.4% 5.4% 20.0% 0.0% 4.5% 1.8% 10.5% 7.1%

出典：令和3年群馬県患者調査
※ 一般病床及び療養病床の入院患者（n=636、患者住所地が不詳のレコードを除く）のうち、「肺炎」の疾病分類を集計
※ 濃い黄色セル：圏域内の医療機関にかかった患者のうち、同圏域内に居住する患者の割合
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患者の受療動向～〔肺炎〕入院患者の流入状況②～

入院全体のうち救急搬送を契機とした入院

受療地
住所地

前橋 渋川 伊勢崎 高崎・安中 藤岡 富岡 吾妻 沼田 桐生 太田・館林

流入率 33.3% 30.0% 19.4% 7.1% 30.0% 50.0% 0.0% 14.3% 16.7% 4.2%

前橋 66.7% 10.0% 3.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 8.3% 0.0%

渋川 5.6% 70.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3% 0.0% 0.0%

伊勢崎 0.0% 10.0% 80.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

高崎・安中 11.1% 0.0% 0.0% 92.9% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

藤岡 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 70.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

富岡 0.0% 0.0% 0.0% 7.1% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

吾妻 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

沼田 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 85.7% 0.0% 0.0%

桐生 5.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 83.3% 0.0%

太田・館林 11.1% 0.0% 16.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 95.8%

県外 0.0% 10.0% 0.0% 0.0% 30.0% 0.0% 0.0% 0.0% 8.3% 4.2%

出典：令和3年群馬県患者調査
※ 一般病床及び療養病床の入院患者（患者住所地が不詳のレコードを除く）のうち、救急搬入が「1 有」と回答された「肺炎」の疾病分類の患者（n=146）を集計
※ 濃い黄色セル：圏域内の医療機関にかかった患者のうち、同圏域内に居住する患者の割合
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患者の受療動向～〔肺炎〕入院患者の流入状況③～

入院全体のうち救急搬送を契機とした入院以外の入院

受療地
住所地 前橋 渋川 伊勢崎 高崎・安中 藤岡 富岡 吾妻 沼田 桐生 太田・館林

流入率 26.6% 15.4% 37.2% 15.8% 15.0% 9.1% 11.1% 4.0% 13.3% 14.9%

前橋 73.4% 7.7% 2.3% 2.9% 0.0% 0.0% 0.0% 2.0% 0.0% 0.0%

渋川 10.9% 84.6% 0.0% 1.4% 0.0% 0.0% 5.6% 0.0% 0.0% 0.0%

伊勢崎 3.1% 3.8% 62.8% 1.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

高崎・安中 1.6% 0.0% 0.0% 84.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

藤岡 0.0% 0.0% 0.0% 0.7% 85.0% 9.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

富岡 0.0% 0.0% 0.0% 2.9% 0.0% 90.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

吾妻 3.1% 3.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 88.9% 0.0% 0.0% 1.4%

沼田 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 96.0% 0.0% 0.0%

桐生 1.6% 0.0% 2.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 86.7% 5.4%

太田・館林 3.1% 0.0% 23.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.2% 85.1%

県外 3.1% 0.0% 9.3% 6.5% 15.0% 0.0% 5.6% 2.0% 11.1% 8.1%

出典：令和3年群馬県患者調査
※ 一般病床及び療養病床の入院患者（患者住所地が不詳のレコードを除く）のうち、救急搬入が「2 無」と回答された「肺炎」の疾病分類の患者（n=490）を集計
※ 濃い黄色セル：圏域内の医療機関にかかった患者のうち、同圏域内に居住する患者の割合
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出典： 厚生労働省「DPC導入の影響評価に係る調査「退院患者調査」」
※ 集計対象は、調査対象施設のうち「一般病棟グループ」の病棟において退院又は転棟した患者（調査年4月から翌年3月）。一般病棟グループからそれ以外の病棟に移動した患者等は集計対象外。10症例未満はオープンデータ上秘匿される。
※ 「一般病棟グループ」とは、一般病棟入院基本料（7対1、10対1、13対1、15対1）、特定機能病院入院基本料（一般）、専門病院入院基本料（7対1、10対1、13対1）、救命救急入院料、特定集中治療室管理料、ハイケアユニット入院医

療管理料、脳卒中ケアユニット入院医療管理料、小児特定集中治療室管理料、新生児特定集中治療室管理料、総合周産期特定集中治療室管理料、新生児治療回復室入院医療管理料、一類感染症患者入院医療管理料、小児入院医療管理料、短期
滞在手術等基本料（3のみ）を算定する病棟（一部病床）をいう。なお、救急患者として受け入れた患者が、処置室、手術室等において死亡した場合で、当該保険医療機関が救急医療を担う施設として確保することとされている専用病床に入
院したものとみなされるもの（死亡時の1日分の入院料等を算定するもの）も含む。

※ H28から診断群分類コードが見直されたため、留意。また、「040080 肺炎等」には急性気管支炎、急性細気管支炎は含まれない。

入院診療実績～〔肺炎〕DPC病院の入院患者数 ～ 県全体
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入院診療実績～〔肺炎〕DPC病院の入院患者数 ～ 沼田
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出典： 厚生労働省「DPC導入の影響評価に係る調査「退院患者調査」」
※ 集計対象は、調査対象施設のうち「一般病棟グループ」の病棟において退院又は転棟した患者（調査年4月から翌年3月）。一般病棟グループからそれ以外の病棟に移動した患者等は集計対象外。10症例未満はオープンデータ上秘匿される。
※ 「一般病棟グループ」とは、一般病棟入院基本料（7対1、10対1、13対1、15対1）、特定機能病院入院基本料（一般）、専門病院入院基本料（7対1、10対1、13対1）、救命救急入院料、特定集中治療室管理料、ハイケアユニット入院医

療管理料、脳卒中ケアユニット入院医療管理料、小児特定集中治療室管理料、新生児特定集中治療室管理料、総合周産期特定集中治療室管理料、新生児治療回復室入院医療管理料、一類感染症患者入院医療管理料、小児入院医療管理料、短期
滞在手術等基本料（3のみ）を算定する病棟（一部病床）をいう。なお、救急患者として受け入れた患者が、処置室、手術室等において死亡した場合で、当該保険医療機関が救急医療を担う施設として確保することとされている専用病床に入
院したものとみなされるもの（死亡時の1日分の入院料等を算定するもの）も含む。

※ 調査対象施設のうち各年全てのデータが0件の病院または10件未満で秘匿されている病院は表示していない。



出典： 厚生労働省「DPC導入の影響評価に係る調査「退院患者調査」」
※ 集計対象は、調査対象施設のうち「一般病棟グループ」の病棟において退院又は転棟した患者（調査年4月から翌年3月）。一般病棟グループからそれ以外の病棟に移動した患者等は集計対象外。10症例未満はオープンデータ上秘匿される。
※ 「一般病棟グループ」とは、一般病棟入院基本料（7対1、10対1、13対1、15対1）、特定機能病院入院基本料（一般）、専門病院入院基本料（7対1、10対1、13対1）、救命救急入院料、特定集中治療室管理料、ハイケアユニット入院医

療管理料、脳卒中ケアユニット入院医療管理料、小児特定集中治療室管理料、新生児特定集中治療室管理料、総合周産期特定集中治療室管理料、新生児治療回復室入院医療管理料、一類感染症患者入院医療管理料、小児入院医療管理料、短期
滞在手術等基本料（3のみ）を算定する病棟（一部病床）をいう。なお、救急患者として受け入れた患者が、処置室、手術室等において死亡した場合で、当該保険医療機関が救急医療を担う施設として確保することとされている専用病床に入
院したものとみなされるもの（死亡時の1日分の入院料等を算定するもの）も含む。

※ 調査対象施設のうち各年全てのデータが0件の病院または10件未満で秘匿されている病院は表示していない。
※ H28から診断群分類コードが見直されたため、留意。また、「040080 肺炎等」には急性気管支炎、急性細気管支炎は含まれない。

入院診療実績～〔肺炎〕DPC病院の入院患者数 ～ 前橋
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入院診療実績～〔肺炎〕DPC病院の入院患者数 ～ 渋川
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出典： 厚生労働省「DPC導入の影響評価に係る調査「退院患者調査」」
※ 集計対象は、調査対象施設のうち「一般病棟グループ」の病棟において退院又は転棟した患者（調査年4月から翌年3月）。一般病棟グループからそれ以外の病棟に移動した患者等は集計対象外。10症例未満はオープンデータ上秘匿される。
※ 「一般病棟グループ」とは、一般病棟入院基本料（7対1、10対1、13対1、15対1）、特定機能病院入院基本料（一般）、専門病院入院基本料（7対1、10対1、13対1）、救命救急入院料、特定集中治療室管理料、ハイケアユニット入院医

療管理料、脳卒中ケアユニット入院医療管理料、小児特定集中治療室管理料、新生児特定集中治療室管理料、総合周産期特定集中治療室管理料、新生児治療回復室入院医療管理料、一類感染症患者入院医療管理料、小児入院医療管理料、短期
滞在手術等基本料（3のみ）を算定する病棟（一部病床）をいう。なお、救急患者として受け入れた患者が、処置室、手術室等において死亡した場合で、当該保険医療機関が救急医療を担う施設として確保することとされている専用病床に入
院したものとみなされるもの（死亡時の1日分の入院料等を算定するもの）も含む。

※ 調査対象施設のうち各年全てのデータが0件の病院または10件未満で秘匿されている病院は表示していない。
※ H28から診断群分類コードが見直されたため、留意。また、「040080 肺炎等」には急性気管支炎、急性細気管支炎は含まれない。



入院診療実績～〔肺炎〕DPC病院の入院患者数 ～ 伊勢崎
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出典： 厚生労働省「DPC導入の影響評価に係る調査「退院患者調査」」
※ 集計対象は、調査対象施設のうち「一般病棟グループ」の病棟において退院又は転棟した患者（調査年4月から翌年3月）。一般病棟グループからそれ以外の病棟に移動した患者等は集計対象外。10症例未満はオープンデータ上秘匿される。
※ 「一般病棟グループ」とは、一般病棟入院基本料（7対1、10対1、13対1、15対1）、特定機能病院入院基本料（一般）、専門病院入院基本料（7対1、10対1、13対1）、救命救急入院料、特定集中治療室管理料、ハイケアユニット入院医

療管理料、脳卒中ケアユニット入院医療管理料、小児特定集中治療室管理料、新生児特定集中治療室管理料、総合周産期特定集中治療室管理料、新生児治療回復室入院医療管理料、一類感染症患者入院医療管理料、小児入院医療管理料、短期
滞在手術等基本料（3のみ）を算定する病棟（一部病床）をいう。なお、救急患者として受け入れた患者が、処置室、手術室等において死亡した場合で、当該保険医療機関が救急医療を担う施設として確保することとされている専用病床に入
院したものとみなされるもの（死亡時の1日分の入院料等を算定するもの）も含む。

※ 調査対象施設のうち各年全てのデータが0件の病院または10件未満で秘匿されている病院は表示していない。
※ H28から診断群分類コードが見直されたため、留意。また、「040080 肺炎等」には急性気管支炎、急性細気管支炎は含まれない。



入院診療実績～〔肺炎〕DPC病院の入院患者数 ～ 高崎・安中
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出典： 厚生労働省「DPC導入の影響評価に係る調査「退院患者調査」」
※ 集計対象は、調査対象施設のうち「一般病棟グループ」の病棟において退院又は転棟した患者（調査年4月から翌年3月）。一般病棟グループからそれ以外の病棟に移動した患者等は集計対象外。10症例未満はオープンデータ上秘匿される。
※ 「一般病棟グループ」とは、一般病棟入院基本料（7対1、10対1、13対1、15対1）、特定機能病院入院基本料（一般）、専門病院入院基本料（7対1、10対1、13対1）、救命救急入院料、特定集中治療室管理料、ハイケアユニット入院医

療管理料、脳卒中ケアユニット入院医療管理料、小児特定集中治療室管理料、新生児特定集中治療室管理料、総合周産期特定集中治療室管理料、新生児治療回復室入院医療管理料、一類感染症患者入院医療管理料、小児入院医療管理料、短期
滞在手術等基本料（3のみ）を算定する病棟（一部病床）をいう。なお、救急患者として受け入れた患者が、処置室、手術室等において死亡した場合で、当該保険医療機関が救急医療を担う施設として確保することとされている専用病床に入
院したものとみなされるもの（死亡時の1日分の入院料等を算定するもの）も含む。

※ 調査対象施設のうち各年全てのデータが0件の病院または10件未満で秘匿されている病院は表示していない。
※ H28から診断群分類コードが見直されたため、留意。また、「040080 肺炎等」には急性気管支炎、急性細気管支炎は含まれない。



入院診療実績～〔肺炎〕DPC病院の入院患者数 ～ 高崎・安中
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出典： 厚生労働省「DPC導入の影響評価に係る調査「退院患者調査」」
※ 集計対象は、調査対象施設のうち「一般病棟グループ」の病棟において退院又は転棟した患者（調査年4月から翌年3月）。一般病棟グループからそれ以外の病棟に移動した患者等は集計対象外。10症例未満はオープンデータ上秘匿される。
※ 「一般病棟グループ」とは、一般病棟入院基本料（7対1、10対1、13対1、15対1）、特定機能病院入院基本料（一般）、専門病院入院基本料（7対1、10対1、13対1）、救命救急入院料、特定集中治療室管理料、ハイケアユニット入院医

療管理料、脳卒中ケアユニット入院医療管理料、小児特定集中治療室管理料、新生児特定集中治療室管理料、総合周産期特定集中治療室管理料、新生児治療回復室入院医療管理料、一類感染症患者入院医療管理料、小児入院医療管理料、短期
滞在手術等基本料（3のみ）を算定する病棟（一部病床）をいう。なお、救急患者として受け入れた患者が、処置室、手術室等において死亡した場合で、当該保険医療機関が救急医療を担う施設として確保することとされている専用病床に入
院したものとみなされるもの（死亡時の1日分の入院料等を算定するもの）も含む。

※ 調査対象施設のうち各年全てのデータが0件の病院または10件未満で秘匿されている病院は表示していない。
※ H28から診断群分類コードが見直されたため、留意。また、「040080 肺炎等」には急性気管支炎、急性細気管支炎は含まれない。



入院診療実績～〔肺炎〕DPC病院の入院患者数 ～ 桐生
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出典： 厚生労働省「DPC導入の影響評価に係る調査「退院患者調査」」
※ 集計対象は、調査対象施設のうち「一般病棟グループ」の病棟において退院又は転棟した患者（調査年4月から翌年3月）。一般病棟グループからそれ以外の病棟に移動した患者等は集計対象外。10症例未満はオープンデータ上秘匿される。
※ 「一般病棟グループ」とは、一般病棟入院基本料（7対1、10対1、13対1、15対1）、特定機能病院入院基本料（一般）、専門病院入院基本料（7対1、10対1、13対1）、救命救急入院料、特定集中治療室管理料、ハイケアユニット入院医

療管理料、脳卒中ケアユニット入院医療管理料、小児特定集中治療室管理料、新生児特定集中治療室管理料、総合周産期特定集中治療室管理料、新生児治療回復室入院医療管理料、一類感染症患者入院医療管理料、小児入院医療管理料、短期
滞在手術等基本料（3のみ）を算定する病棟（一部病床）をいう。なお、救急患者として受け入れた患者が、処置室、手術室等において死亡した場合で、当該保険医療機関が救急医療を担う施設として確保することとされている専用病床に入
院したものとみなされるもの（死亡時の1日分の入院料等を算定するもの）も含む。

※ 調査対象施設のうち各年全てのデータが0件の病院または10件未満で秘匿されている病院は表示していない。
※ H28から診断群分類コードが見直されたため、留意。また、「040080 肺炎等」には急性気管支炎、急性細気管支炎は含まれない。



〔肺炎〕まとめ

肺炎に関する将来の医療需要のトレンドについて、 2015年から
2040年にかけて、今後医療需要が増加（2015年から2030年頃
にかけて約12％増加するが、その後2040年にかけて約6％減
少）することが見込まれる。

肺炎は、全体的に自足率が高い傾向であり、沼田保健医療圏で
は、自足率が100％と高い。また、他圏域からの流入率は5.3％
となり、他疾患と比較すると流入率は低い傾向。

肺炎の診療実績について、入院患者への対応は、利根中を中心
に幅広い病院で対応している。
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骨折
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将来の医療需要等～〔骨折〕入院医療需要の推計結果～ 沼田
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出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計）」、群馬県の年齢別人口-平成27年国勢調査結果-（平成27年10月1日現在）
平成27年群馬県患者調査

※ 入院医療需要の推計は、一般病床及び療養病床における県全体の「骨折」の疾患分類の性・年齢階級別の入院受療率（医療機関所在地ベース）を算出した上で、各保健医療圏ごとの将来
の人口推計を掛け合わせて算出。

※ 2015年の患者数を100として、各年の患者数を換算したもの。各年齢層の値は四捨五入しているため、合計と一致しない場合がある



患者の受療動向～〔骨折〕入院患者の流出状況①～

入院全体

出典：令和3年群馬県患者調査
※ 一般病床及び療養病床の入院患者のうち「骨折」の疾病分類（n=1,525、患者住所地が不詳のレコードを除く）を集計
※ 濃い黄色セル：自足率（圏域内に居住する患者のうち、同圏域内の医療機関にかかった割合）
※ 県内に居住する患者が県外の医療機関で受療した場合は、調査対象に含まれていない。

受療地
住所地 流出率 前橋 渋川 伊勢崎 高崎・安中 藤岡 富岡 吾妻 沼田 桐生 太田・館林

前橋 10.5% 89.5% 1.3% 4.6% 3.8% 0.0% 0.0% 0.4% 0.0% 0.4% 0.0%

渋川 38.7% 26.9% 61.3% 1.1% 6.5% 0.0% 0.0% 2.2% 2.2% 0.0% 0.0%

伊勢崎 15.8% 8.2% 0.0% 84.2% 2.3% 0.6% 0.0% 0.0% 0.0% 1.2% 3.5%

高崎・安中 18.3% 10.6% 0.0% 2.3% 81.7% 2.9% 2.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.3%

藤岡 21.6% 0.0% 0.0% 0.0% 21.6% 78.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

富岡 18.0% 2.0% 0.0% 0.0% 12.0% 4.0% 82.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

吾妻 11.7% 0.0% 1.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 88.3% 10.0% 0.0% 0.0%

沼田 4.1% 1.0% 0.0% 0.0% 2.1% 0.0% 0.0% 1.0% 95.9% 0.0% 0.0%

桐生 7.6% 2.9% 0.0% 1.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 92.4% 2.9%

太田・館林 17.6% 1.1% 0.0% 11.5% 0.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.4% 82.4%
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患者の受療動向～〔骨折〕入院患者の流出状況②～

入院全体のうち救急搬送を契機とした入院

出典：令和3年群馬県患者調査
※ 一般病床及び療養病床の入院患者（患者住所地が不詳のレコードを除く）のうち、救急搬入が「1 有」と回答された「骨折」の疾病分類の患者（n=541）を集計
※ 濃い黄色セル：自足率（圏域内に居住する患者のうち、同圏域内の医療機関にかかった割合）
※ 県内に居住する患者が県外の医療機関で受療した場合は、調査対象に含まれていない。

受療地
住所地 流出率 前橋 渋川 伊勢崎 高崎・安中 藤岡 富岡 吾妻 沼田 桐生 太田・館林

前橋 12.4% 87.6% 1.0% 7.2% 3.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.0% 0.0%

渋川 42.5% 37.5% 57.5% 0.0% 2.5% 0.0% 0.0% 2.5% 0.0% 0.0% 0.0%

伊勢崎 8.6% 6.9% 0.0% 91.4% 0.0% 1.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

高崎・安中 26.8% 14.6% 0.0% 0.8% 73.2% 5.7% 4.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.8%

藤岡 17.6% 0.0% 0.0% 0.0% 17.6% 82.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

富岡 22.2% 11.1% 0.0% 0.0% 11.1% 0.0% 77.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

吾妻 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

沼田 3.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.8% 96.2% 0.0% 0.0%

桐生 7.8% 2.6% 0.0% 1.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 92.2% 3.9%

太田・館林 21.3% 0.0% 0.0% 19.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.6% 78.7%
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患者の受療動向～〔骨折〕入院患者の流出状況③～

入院全体のうち救急搬送を契機とした入院以外の入院

出典：令和3年群馬県患者調査
※ 一般病床及び療養病床の入院患者（患者住所地が不詳のレコードを除く）のうち、救急搬入が「2 無」と回答された「骨折」の疾病分類の患者（n=984）を集計
※ 濃い黄色セル：自足率（圏域内に居住する患者のうち、同圏域内の医療機関にかかった割合）
※ 県内に居住する患者が県外の医療機関で受療した場合は、調査対象に含まれていない。

受療地
住所地 流出率 前橋 渋川 伊勢崎 高崎・安中 藤岡 富岡 吾妻 沼田 桐生 太田・館林

前橋 9.3% 90.7% 1.4% 2.9% 4.3% 0.0% 0.0% 0.7% 0.0% 0.0% 0.0%

渋川 35.8% 18.9% 64.2% 1.9% 9.4% 0.0% 0.0% 1.9% 3.8% 0.0% 0.0%

伊勢崎 19.5% 8.8% 0.0% 80.5% 3.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.8% 5.3%

高崎・安中 13.7% 8.4% 0.0% 3.1% 86.3% 1.3% 0.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

藤岡 23.5% 0.0% 0.0% 0.0% 23.5% 76.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

富岡 17.1% 0.0% 0.0% 0.0% 12.2% 4.9% 82.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

吾妻 14.3% 0.0% 2.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 85.7% 12.2% 0.0% 0.0%

沼田 4.2% 1.4% 0.0% 0.0% 2.8% 0.0% 0.0% 0.0% 95.8% 0.0% 0.0%

桐生 7.4% 3.2% 0.0% 2.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 92.6% 2.1%

太田・館林 15.7% 1.7% 0.0% 7.4% 0.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.8% 84.3%
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患者の受療動向～〔骨折〕入院患者の流入状況①～

入院全体

出典：令和3年群馬県患者調査
※一般病床及び療養病床の入院患者のうち「骨折」の疾病分類（n=1,525、患者住所地が不詳のレコードを除く）を集計
※ 濃い黄色セル：圏域内の医療機関にかかった患者のうち、同圏域内に居住する患者の割合

受療地
住所地 前橋 渋川 伊勢崎 高崎・安中 藤岡 富岡 吾妻 沼田 桐生 太田・館林

流入率 30.0% 8.1% 25.0% 13.9% 39.4% 16.3% 8.6% 11.4% 8.1% 19.4%

前橋 70.0% 4.8% 5.7% 2.7% 0.0% 0.0% 1.7% 0.0% 0.6% 0.0%

渋川 8.3% 91.9% 0.5% 1.8% 0.0% 0.0% 3.4% 1.9% 0.0% 0.0%

伊勢崎 4.6% 0.0% 75.0% 1.2% 1.5% 0.0% 0.0% 0.0% 1.2% 3.2%

高崎・安中 12.2% 0.0% 4.2% 86.1% 15.2% 16.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.5%

藤岡 0.0% 0.0% 0.0% 3.3% 60.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

富岡 0.3% 0.0% 0.0% 1.8% 3.0% 83.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

吾妻 0.0% 1.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 91.4% 5.7% 0.0% 0.0%

沼田 0.3% 0.0% 0.0% 0.6% 0.0% 0.0% 1.7% 88.6% 0.0% 0.0%

桐生 1.7% 0.0% 1.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 91.9% 2.7%

太田・館林 0.7% 0.0% 10.9% 0.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.6% 80.6%

県外 2.0% 1.6% 2.1% 2.1% 19.7% 0.0% 1.7% 3.8% 1.7% 12.9%
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患者の受療動向～ 〔骨折〕入院患者の流入状況②～

入院全体のうち救急搬送を契機とした入院

受療地
住所地

前橋 渋川 伊勢崎 高崎・安中 藤岡 富岡 吾妻 沼田 桐生 太田・館林

流入率 34.6% 8.0% 28.4% 10.9% 50.0% 46.2% 15.4% 13.8% 2.7% 12.7%

前橋 65.4% 4.0% 9.5% 3.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.4% 0.0%

渋川 11.5% 92.0% 0.0% 1.0% 0.0% 0.0% 7.7% 0.0% 0.0% 0.0%

伊勢崎 3.1% 0.0% 71.6% 0.0% 3.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

高崎・安中 13.8% 0.0% 1.4% 89.1% 25.0% 46.2% 0.0% 0.0% 0.0% 1.8%

藤岡 0.0% 0.0% 0.0% 3.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

富岡 0.8% 0.0% 0.0% 1.0% 0.0% 53.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

吾妻 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 84.6% 0.0% 0.0% 0.0%

沼田 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 7.7% 86.2% 0.0% 0.0%

桐生 1.5% 0.0% 1.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 97.3% 5.5%

太田・館林 0.0% 0.0% 16.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.4% 87.3%

県外 3.8% 4.0% 0.0% 3.0% 21.4% 0.0% 0.0% 13.8% 0.0% 5.5%

出典：令和3年群馬県患者調査
※ 一般病床及び療養病床の入院患者（患者住所地が不詳のレコードを除く）のうち、救急搬入が「1 有」と回答された「骨折」の疾病分類の患者（n=541）を集計
※ 濃い黄色セル：圏域内の医療機関にかかった患者のうち、同圏域内に居住する患者の割合
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患者の受療動向～〔骨折〕入院患者の流入状況③～

入院全体のうち救急搬送を契機とした入院以外の入院

受療地
住所地 前橋 渋川 伊勢崎 高崎・安中 藤岡 富岡 吾妻 沼田 桐生 太田・館林

流入率 26.6% 8.1% 22.9% 15.2% 31.6% 5.6% 6.7% 10.5% 12.0% 22.1%

前橋 73.4% 5.4% 3.4% 2.6% 0.0% 0.0% 2.2% 0.0% 0.0% 0.0%

渋川 5.8% 91.9% 0.8% 2.2% 0.0% 0.0% 2.2% 2.6% 0.0% 0.0%

伊勢崎 5.8% 0.0% 77.1% 1.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.0% 4.6%

高崎・安中 11.0% 0.0% 5.9% 84.8% 7.9% 5.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

藤岡 0.0% 0.0% 0.0% 3.5% 68.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

富岡 0.0% 0.0% 0.0% 2.2% 5.3% 94.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

吾妻 0.0% 2.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 93.3% 7.9% 0.0% 0.0%

沼田 0.6% 0.0% 0.0% 0.9% 0.0% 0.0% 0.0% 89.5% 0.0% 0.0%

桐生 1.7% 0.0% 1.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 88.0% 1.5%

太田・館林 1.2% 0.0% 7.6% 0.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 7.0% 77.9%

県外 0.6% 0.0% 3.4% 1.7% 18.4% 0.0% 2.2% 0.0% 3.0% 16.0%

出典：令和3年群馬県患者調査
※ 一般病床及び療養病床の入院患者（患者住所地が不詳のレコードを除く）のうち、救急搬入が「2 無」と回答された「骨折」の疾病分類の患者（n=984）を集計
※ 濃い黄色セル：圏域内の医療機関にかかった患者のうち、同圏域内に居住する患者の割合
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入院診療実績～〔骨折〕DPC病院の入院患者数～ 県全体

112

出典： 厚生労働省「DPC導入の影響評価に係る調査「退院患者調査」」
※ 集計対象は、調査対象施設のうち「一般病棟グループ」の病棟において退院又は転棟した患者（調査年4月から翌年3月）。一般病棟グループからそれ以外の病棟に移動した患者等は集計対象外。10症例未満はオープンデータ上秘匿される。
※ 「一般病棟グループ」とは、一般病棟入院基本料（7対1、10対1、13対1、15対1）、特定機能病院入院基本料（一般）、専門病院入院基本料（7対1、10対1、13対1）、救命救急入院料、特定集中治療室管理料、ハイケアユニット入院医

療管理料、脳卒中ケアユニット入院医療管理料、小児特定集中治療室管理料、新生児特定集中治療室管理料、総合周産期特定集中治療室管理料、新生児治療回復室入院医療管理料、一類感染症患者入院医療管理料、小児入院医療管理料、短期
滞在手術等基本料（3のみ）を算定する病棟（一部病床）をいう。なお、救急患者として受け入れた患者が、処置室、手術室等において死亡した場合で、当該保険医療機関が救急医療を担う施設として確保することとされている専用病床に入
院したものとみなされるもの（死亡時の1日分の入院料等を算定するもの）も含む。



出典： 厚生労働省「DPC導入の影響評価に係る調査「退院患者調査」」
※ 集計対象は、調査対象施設のうち「一般病棟グループ」の病棟において退院又は転棟した患者（調査年4月から翌年3月）。一般病棟グループからそれ以外の病棟に移動した患者等は集計対象外。10症例未満はオープンデータ上秘匿される。
※ 「一般病棟グループ」とは、一般病棟入院基本料（7対1、10対1、13対1、15対1）、特定機能病院入院基本料（一般）、専門病院入院基本料（7対1、10対1、13対1）、救命救急入院料、特定集中治療室管理料、ハイケアユニット入院医

療管理料、脳卒中ケアユニット入院医療管理料、小児特定集中治療室管理料、新生児特定集中治療室管理料、総合周産期特定集中治療室管理料、新生児治療回復室入院医療管理料、一類感染症患者入院医療管理料、小児入院医療管理料、短期
滞在手術等基本料（3のみ）を算定する病棟（一部病床）をいう。なお、救急患者として受け入れた患者が、処置室、手術室等において死亡した場合で、当該保険医療機関が救急医療を担う施設として確保することとされている専用病床に入
院したものとみなされるもの（死亡時の1日分の入院料等を算定するもの）も含む。

※ 調査対象施設のうち各年全てのデータが0件の病院または10件未満で秘匿されている病院は表示していない。

入院診療実績～〔骨折〕DPC病院の入院患者数～ 沼田
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入院診療実績～〔骨折〕DPC病院の入院患者数～ 前橋

114

出典： 厚生労働省「DPC導入の影響評価に係る調査「退院患者調査」」
※ 集計対象は、調査対象施設のうち「一般病棟グループ」の病棟において退院又は転棟した患者（調査年4月から翌年3月）。一般病棟グループからそれ以外の病棟に移動した患者等は集計対象外。10症例未満はオープンデータ上秘匿される。
※ 「一般病棟グループ」とは、一般病棟入院基本料（7対1、10対1、13対1、15対1）、特定機能病院入院基本料（一般）、専門病院入院基本料（7対1、10対1、13対1）、救命救急入院料、特定集中治療室管理料、ハイケアユニット入院医

療管理料、脳卒中ケアユニット入院医療管理料、小児特定集中治療室管理料、新生児特定集中治療室管理料、総合周産期特定集中治療室管理料、新生児治療回復室入院医療管理料、一類感染症患者入院医療管理料、小児入院医療管理料、短期
滞在手術等基本料（3のみ）を算定する病棟（一部病床）をいう。なお、救急患者として受け入れた患者が、処置室、手術室等において死亡した場合で、当該保険医療機関が救急医療を担う施設として確保することとされている専用病床に入
院したものとみなされるもの（死亡時の1日分の入院料等を算定するもの）も含む。

※ 調査対象施設のうち各年全てのデータが0件の病院または10件未満で秘匿されている病院は表示していない。



入院診療実績～〔骨折〕DPC病院の入院患者数～ 渋川
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出典： 厚生労働省「DPC導入の影響評価に係る調査「退院患者調査」」
※ 集計対象は、調査対象施設のうち「一般病棟グループ」の病棟において退院又は転棟した患者（調査年4月から翌年3月）。一般病棟グループからそれ以外の病棟に移動した患者等は集計対象外。10症例未満はオープンデータ上秘匿される。
※ 「一般病棟グループ」とは、一般病棟入院基本料（7対1、10対1、13対1、15対1）、特定機能病院入院基本料（一般）、専門病院入院基本料（7対1、10対1、13対1）、救命救急入院料、特定集中治療室管理料、ハイケアユニット入院医

療管理料、脳卒中ケアユニット入院医療管理料、小児特定集中治療室管理料、新生児特定集中治療室管理料、総合周産期特定集中治療室管理料、新生児治療回復室入院医療管理料、一類感染症患者入院医療管理料、小児入院医療管理料、短期
滞在手術等基本料（3のみ）を算定する病棟（一部病床）をいう。なお、救急患者として受け入れた患者が、処置室、手術室等において死亡した場合で、当該保険医療機関が救急医療を担う施設として確保することとされている専用病床に入
院したものとみなされるもの（死亡時の1日分の入院料等を算定するもの）も含む。

※ 調査対象施設のうち各年全てのデータが0件の病院または10件未満で秘匿されている病院は表示していない。



入院診療実績～〔骨折〕DPC病院の入院患者数～ 伊勢崎
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出典： 厚生労働省「DPC導入の影響評価に係る調査「退院患者調査」」
※ 集計対象は、調査対象施設のうち「一般病棟グループ」の病棟において退院又は転棟した患者（調査年4月から翌年3月）。一般病棟グループからそれ以外の病棟に移動した患者等は集計対象外。10症例未満はオープンデータ上秘匿される。
※ 「一般病棟グループ」とは、一般病棟入院基本料（7対1、10対1、13対1、15対1）、特定機能病院入院基本料（一般）、専門病院入院基本料（7対1、10対1、13対1）、救命救急入院料、特定集中治療室管理料、ハイケアユニット入院医

療管理料、脳卒中ケアユニット入院医療管理料、小児特定集中治療室管理料、新生児特定集中治療室管理料、総合周産期特定集中治療室管理料、新生児治療回復室入院医療管理料、一類感染症患者入院医療管理料、小児入院医療管理料、短期
滞在手術等基本料（3のみ）を算定する病棟（一部病床）をいう。なお、救急患者として受け入れた患者が、処置室、手術室等において死亡した場合で、当該保険医療機関が救急医療を担う施設として確保することとされている専用病床に入
院したものとみなされるもの（死亡時の1日分の入院料等を算定するもの）も含む。

※ 調査対象施設のうち各年全てのデータが0件の病院または10件未満で秘匿されている病院は表示していない。



入院診療実績～〔骨折〕DPC病院の入院患者数～ 高崎・安中
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出典： 厚生労働省「DPC導入の影響評価に係る調査「退院患者調査」」
※ 集計対象は、調査対象施設のうち「一般病棟グループ」の病棟において退院又は転棟した患者（調査年4月から翌年3月）。一般病棟グループからそれ以外の病棟に移動した患者等は集計対象外。10症例未満はオープンデータ上秘匿される。
※ 「一般病棟グループ」とは、一般病棟入院基本料（7対1、10対1、13対1、15対1）、特定機能病院入院基本料（一般）、専門病院入院基本料（7対1、10対1、13対1）、救命救急入院料、特定集中治療室管理料、ハイケアユニット入院医

療管理料、脳卒中ケアユニット入院医療管理料、小児特定集中治療室管理料、新生児特定集中治療室管理料、総合周産期特定集中治療室管理料、新生児治療回復室入院医療管理料、一類感染症患者入院医療管理料、小児入院医療管理料、短期
滞在手術等基本料（3のみ）を算定する病棟（一部病床）をいう。なお、救急患者として受け入れた患者が、処置室、手術室等において死亡した場合で、当該保険医療機関が救急医療を担う施設として確保することとされている専用病床に入
院したものとみなされるもの（死亡時の1日分の入院料等を算定するもの）も含む。

※ 調査対象施設のうち各年全てのデータが0件の病院または10件未満で秘匿されている病院は表示していない。



〔骨折〕まとめ

骨折に関する将来の医療需要のトレンドについて、 2015年から
2040年にかけて、今後医療需要が減少（2015年から2030年頃
にかけて約4％増加するが、その後2040年にかけて約7％減少）
することが見込まれる。
※ 推計上は、2035年にピークアウト。

沼田保健医療圏の患者の受療動向について、自足率は95.9％と
高い。他圏域からの流入率は11.4％となり、他疾患と比較する
と流入率は低い傾向。

骨折の診療実績について、入院患者への対応は、利根中を中心に
幅広い病院で対応している。
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協議の観点（再掲）

患者の受療動向、入院診療実績等のデータを踏まえ、現状の地域
における医療提供体制はどのようになっているか。

現状の地域における医療提供体制について、不足している機能は
ないか。また、データには表れない地域特有の状況（強み、弱み
等）はあるか。

将来の医療需要等のデータを踏まえ、今後の人口構造の変化等を
見据えた地域の医療機関の役割分担・連携等の方向性はどうある
べきか。
特に、医師の働き方改革や新興感染症等への対応も踏まえ、今後
限られた医療資源の中で高度急性期機能等をどのように確保して
いくべきか。また、高齢者の増加に伴い特に医療ニーズが高まる
診療領域に対してどのように対応していくべきか（具体的には、
どのような機能をより広いエリアで強化を図るべきか、どのよう
な機能を住民に身近なエリアで充実させるべきか等）。
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その他
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○ 厚生労働省から改めて整理の上、示されることとなっていた今後の進め方については、「2022年度及び2023年度に
おいて、公立・公的・民間医療機関における対応方針の策定や検証・見直しを行う」こととされた。

○ このうち、公立病院については、「公立病院経営強化プラン」を具体的対応方針として策定することとされ、策定
に当たり、「策定段階から地域医療構想調整会議を活用して関係者の意見を聴くなど、丁寧な合意形成に努めるべ
き」であるとされた。

○ 今後、各保健医療圏において地域保健医療対策協議会（地域医療構想調整会議）を開催し、改めて地域の現状や課
題、将来の方向性等について、データ等に基づき協議・共有した上で、各医療機関において、地域医療構想を踏まえ
た対応方針の策定や検証・見直しができるよう取り組んでいく。

○ 平成28年度に地域医療構想を策定した後、平成30年２月７日付け「地域医療構想の進め方について」（医政地発
0207第１号厚生労働省医政局地域医療計画課長通知）により、各医療機関における具体的対応方針の策定が求められ、
本県では平成30年度までに全ての対象医療機関において具体的対応方針が策定され、各保健医療圏の地域保健医療対
策協議会（地域医療構想調整会議）において協議が完了している。

○ 厚生労働省による診療実績等の分析が行われ、令和２年１月17日付け「公立・公的医療機関等の具体的対応方針の
再検証等について」（医政発0117第４号厚生労働省医政局長通知）により、公立・公的医療機関等の具体的対応方針
の再検証等が要請された。

○ その後、新型コロナウイルス感染症対応に配慮し、再検証等の期限を含め、今後の進め方については、厚生労働省
において改めて整理の上、示されることとなった。

これまでの経緯

国通知を踏まえた対応の方向性

○【厚生労働省】令和４年3月24日付け「地域医療構想の進め方について」（医政発0324第６号厚生労働省医政局長通知）
○【総務省】令和４年３月29日付け「公立病院経営強化の推進について（通知）」（総財準第72号総務省自治財政局長通知）

地域医療構想のこれまでの経緯及び直近の国通知を踏まえた対応の方向性
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具体的対応方針に係るこれまでの対応状況と今後の対応について

具体的対応方針の策定状況（平成30年度までに策定・協議済） 具体的対応方針の再検証要請（R2.1.17）に係る対応

公立病院
（新公立病院改革プラン
策定対象病院）

○「新公立病院改革プラン」の策定
○補足資料（県独自様式）の作成 ○「自医療機関のあり方について」（県独自様

式）の作成
＊地域や医療機関によっては令和元年度末頃に１度協議を実施公的病院

（公的医療機関等2025
プラン策定対象病院）

○「公的医療機関等2025プラン」の策定
○補足資料（県独自様式）の作成

民間医療機関
（有床診療所含む）

○「2025年への対応方針」（県独自様式）の
作成 ―

これまでの対応状況

国通知（R4.3.24）を踏まえた対応 具体的対応方針の再検証要請（R2.1.17）に係る対応

公立病院
（公立病院経営強化プ
ラン策定対象病院）

○「公立病院経営強化プラン」の策定
○補足資料（県独自様式）（※1）の再作成 ○「自医療機関のあり方について」（県独自様

式）（※1）の再作成
＊再検証要請の観点も踏まえて、左記の具体的対応方針の

策定、検証等を行う。
公的病院
（公的医療機関等2025
プラン策定対象病院）

○「公的医療機関等2025プラン」の検証・見直し
○補足資料（県独自様式）（※1）の再作成

民間医療機関
（有床診療所含む）

○「2025年への対応方針」（県独自様式）（※2）
の検証・見直し ―

今後の対応

※1 「地域医療構想を踏まえた『公立病院経営強化プラン』の策定について（依頼）」（令和４年６月28日付け県総務部市町村課長・健康福祉部医務課
長通知）等により、様式を各公立病院に提供済。公的病院にも同様の様式を活用し別途再作成を依頼する予定。

※2 様式については、項目等の必要な検討を行った上で、別途示す予定。
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令和４年度における議論の進め方について

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

地域保健医療対策協議会（地域医療構想調整会議）における議論の進め方（現時点のイメージ）

○データ等に基づき地域の現状や課題、将来の方向性等について協議・共有
※主に部会において、専門的な協議等を実施

6.20
本会

部会

○各医療機関あ
て対応方針の検
討・更新依頼

○対応方針の
とりまとめ結
果の協議

本会

部会

本会

各医療機関における対応方針の策定や検証、見直しに当たっての依頼事項等
○ 公立病院には、「公立病院経営強化プラン」を具体的対応方針として策定する際に、地域医療構想との整合性をと

りながら策定する必要があることから、全体の協議と並行して、策定作業の早期の段階で、地域で担う役割・機能等
について地域保健医療対策協議会の場で説明を依頼。（具体的な依頼事項等については別途通知済（R4.6.28））

○ 公的病院には、地域保健医療対策協議会の協議の内容等を踏まえ、検証、必要に応じた見直しを行った具体的対応
方針について、同協議会の場で説明を求める予定。

○ 民間医療機関には、地域保健医療対策協議会の協議の内容等を踏まえ、具体的対応方針の検証、必要に応じた見直
しを依頼し、検討結果が地域医療に影響がある内容等であれば適宜同協議会の場で説明を求める予定。

○ 具体的対応方針の策定・検証等が完了しない医療機関は、令和５年度に継続して協議を行う予定。
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急性期・回復期で過剰、高度急性期・慢性期で不足（2025年の必要病床数との単
純比較）

ICU等病床、地ケア病床、回リハ病床及びその医療提供量は他圏域に比べ
て多い。（人口当たり又はSCRで比較）

診療報酬上の届出状況

※ICU等は全人口、地ケア、回リハ、在支は65歳以上人口で算出

沼田保健医療圏の概況

１ 推計人口（スライド４） ２ 将来の医療需要等の推計（スライド５～８）

人口は既に減少局面
高齢者人口も2040年にかけて減少傾向だが、生産年齢人口の減少幅が大
きく高齢化率は上昇

国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計）」
※ 2025年、2040年における増減はそれぞれ2015年と比較したもの。

全体の入院需要は2030年頃でピークアウト
呼吸器系の疾患を除き、2015年から2040年にかけて、入院需要は減少
妊娠、分娩、周産期に係る疾患について、2015年から2040年にかけて、50％程度の減

※ 急性期の医療ニーズについて、がん、虚血性心疾患は減少、脳梗塞は、急性期の治療件数が入院患者全体の増加ほどは伸び
ないことが見込まれるとの国の報告にも留意。

３ 医療機能（スライド９～２０）

４ 患者の受療動向及び診療領域ごとの状況等（スライド２１～１３９）

自圏域の自足率が高い。
入院患者（DPCデータ）は脳卒中、心疾患は沼田脳外に集中している傾向があり、それ以外は
利根中が中心となって患者を受け入れている。なお、がんにおいては沼田も受入れが多い。

※ 個別病院の入院患者の受入れ状況はDPCデータに基づくもので、DPC対象施設の急性期医療を中心とした記載

2015 2025 2040

人口 83,407 71,843(14%減) 55,350(34%減)

うち65歳以上 27,092 28,023( 3%増) 25,160( 7%減)

うち75歳以上 14,784 16,054( 9%増) 16,083( 9%増)

高齢化率 32.5％ 39.0％ 45.5％

種別 届出状況 人口１万人あたり
の施設数（※） 内訳

ICU等 12床 1.58 利根中央１２

地ケア 179床 63.73 内田２０、群馬パース３２、上牧温泉３０、利根中
央４２，沼田５５

回リハ 123床 43.79 内田５０、利根中央３３、月夜野４０

在支 8機関 1.95 支援病2、在後病1、支援診５

領域 圏域内における状況

がん

• 将来の医療需要は2025年頃までほぼ横ばいで、その後減少傾向。
• 入院患者の自足率は52.8％で、前橋に12.4％、渋川に34.8％の流出がみられる。
• 利根中、沼田では、呼吸器系、消化器系を中心に受け入れている。
• 流出先の前橋、渋川では幅広いがんに対応している。

脳卒中

• 将来の医療需要は2030年頃にかけて約5％増加するが、その後減少傾向。
• 入院患者の自足率は72.7％で、吾妻に20％程度入院患者が流出している一方、救急搬送を
契機とした入院の自足率は81.3％と高くなる。

• 救急搬送を契機とした入院の流入率は45.8％と高く、主に吾妻、渋川から流入している。
• 沼田脳外で実績が多く、入院患者への対応は、特定の病院に集中している傾向。

心疾患

• 将来の医療需要は2030年頃にかけて約6％増加するが、その後減少傾向。
• 入院患者の自足率は84.6％、救急搬送を契機とした入院の自足率は93.3％と高い。
• 救急搬送を契機とした入院の流入率は33.3％で、主に吾妻、渋川から流入している。
• 入院患者への対応は、沼田脳外を中心に受け入れており、心筋梗塞や狭心症の入院患者へ
の対応は沼田脳外、利根中で、心不全は比較的幅広い病院で対応している。

肺炎

• 将来の医療需要は2030年頃にかけて約12％増加するが、その後減少傾向。
• 入院患者の自足率は100％で、他圏域からの流入率は5.3％となり、他疾患と比較すると流
入率は低い傾向。

• 入院患者への対応は、利根中を中心に幅広い病院で対応している。

骨折
• 将来の医療需要は2030年頃にかけて約4％増加するが、その後減少傾向。
• 入院患者の自足率は95.9％と高く、他圏域からの流入率は11.4％。
• 入院患者への対応は、利根中を中心に幅広い病院で対応している。

資料１－２

〔全疾患〕入院医療需要の推計結果 平成２７年（２０１５年）を１００とした時の主な疾患の医療需要の増加率の推計


